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行政常任委員会 

令 和 ４ 年 ３ 月 １ ０ 日 （ 木 ）

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開  会

○南委員長  おはようございます。 

 連日お疲れのところを御苦労さんでございます。 

 それでは、ただいまより行政常任委員会を開催させていただきます。 

 まず、市長より御挨拶をいただきます。 

○加藤市長  おはようございます。 

 委員の皆様には、昨日までの本会議に引き続きまして、行政常任委員会を開催し

ていただき誠にありがとうございます。 

 本委員会に付託されております議案につきましては、議案第３号、尾鷲市個人情

報保護条例の一部改正についてから議案第２３号、尾鷲市道路線の認定についてま

での２０議案でございます。 

 それぞれ担当課より提出議案について説明いたさせますので、よろしく御審査い

ただき、御承認賜りますようお願いいたします。ありがとうございます。 

○南委員長  ありがとうございます。 

 特に今委員会は、市長は当初予算ということで出席をしていただく予定でおりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、早速ですが、付託議案につきまして、財政課から説明を求めたいと思

います。 

 まずは、補正予算ですね。議案第１７号、令和３年度尾鷲市一般会計補正予算

（第１６号）の議決についてをお願いいたします。 

○岩本財政課長  それでは、議案第１７号、令和３年度尾鷲市一般会計補正予算

（第１６号）の議決について、補正予算書並びに委員会資料に基づき御説明申し上

げます。 

 補正予算書の１ページを御覧ください。 

 今回の補正につきましては、第１条第１項にありますとおり、既定の歳入歳出予

算の総額にそれぞれ２億８,４２８万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ１１７億１,５１５万９,０００円とするものでございます。 

 続きまして、補正予算の内容のうち財政課に係る予算について御説明申し上げま
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す。１４、１５ページを御覧ください。 

 歳入でございます。 

 １０款１項１目地方交付税は、１億７,８２０万２,０００円を増額するもので、

これは国の補正予算に伴う普通交付税の追加交付分でございます。 

 追加交付分の内訳といたしましては、臨時経済対策費として９,５７９万円、臨

時財政対策債を償還するための基金の積立てに要する経費として７,８６８万５,０

００円、普通交付税の調整額復活分として３７２万７,０００円でございます。 

 続きまして、１８、１９ページを御覧ください。 

 １６款財産収入、１項財産運用収入、３目基金運用収入３２万２,０００円の増

額のうち財政課分は１２万８,０００円で、これは基金の運用利子でございます。 

 次に、１７款寄附金、１項寄附金、２目一般寄附金４２９万２,０００円の増額

は、３名の方から御寄附をいただいたものでございます。 

 次に、２０、２１ページを御覧ください。 

 ２０款諸収入、５項雑入、１目雑入のうち財政課分は、２節総務費雑入のうち三

重県市町村振興協会市町村交付金９９万２,０００円の増額で、これは交付額の確

定によるものでございます。 

 次に、２１款市債、１項市債、２目民生債１５０万円の減額は、事業費の減少に

伴う心身障害者医療費助成事業債２００万円及び子ども医療費助成事業債１００万

円のそれぞれ減額と過疎債ソフト分の配分額増加に伴う一人親家庭等医療費助成事

業債１５０万円の追加でございます。 

 次に、３目衛生債は２,１３０万円の増額で、過疎債ソフト分の配分額増加に伴

う救急医療体制強化事業債６００万円及び予防接種事業債１,８２０万円のそれぞ

れ増額及び２３ページを御覧ください。一番上ですが、事業費の減少に伴うごみ収

集車両整備事業債２９０万円の減額でございます。 

 次に、４目農林水産業債１０万円の増額は、水産基盤ストックマネジメント事業

の計画変更に伴う増額でございます。 

 次に、土木債２,３６０万円の増額は、事業費の減少に伴う橋梁整備事業債８０

万円の減額、また、道路整備事業債２,６３０万円の増額は、国の補正予算により

前倒しとなった梶賀第一トンネル維持修繕事業に係る補正予算債２,１４０万円の

増額及び過疎債の充当先変更に伴う４９０万円の増額でございます。 

 次の急傾斜地崩壊対策事業債１９０万円の減額は、事業費の精査に伴う減額でご

ざいます。 
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 次に、消防債１,０２０万円の減額は、紀北消防組合の消防車両分の事業費減少

により消防車両等整備事業債が２１０万円の減額、また、消防団車両等整備事業債

につきましては、３年度に予定しておりました車両の購入ができなかったことから、

８１０万円を皆減するものでございます。 

 続きまして、２６、２７ページを御覧ください。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費のうち３目財産管理費４億５,１６０万３,０００円

の増額は、基金積立金として今回の補正に伴う財政調整基金積立金が３億６,２４

９万５,０００円、また、減債基金積立金は、普通交付税の追加交付分のうち臨時

財政対策債を償還するための基金積立てに要する経費として交付された７,８６８

万５,０００円と利息を合わせた７,８６９万４,０００円を積み立てるものでござ

います。 

 そのほかの積立金につきましては、基金充当事業費の精算に伴う積み戻し及び利

子分の積立てでございます。 

 続きまして、３８、３９ページを御覧ください。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、８目後期高齢者医療費６５３万７,０００円の減

額のうち、財政課所管分は４１ページを御覧ください。後期高齢者医療事業特別会

計繰出金６２５万７,０００円の減額で、これは繰り出し対象事業費の減少による

ものでございます。 

 続きまして、５０、５１ページを御覧ください。 

 ４款衛生費、５項上水道費、１目上水道整備費１３９万２,０００円の減額は、

繰り出し対象事業費の減少に伴う水道事業会計負担金の減額でございます。 

 ５２、５３ページを御覧ください。 

 同じく４款衛生費のうち６項病院費、１目病院費３３０万円の増額は、尾鷲総合

病院が実施する新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業に対する負

担金でございます。 

 続きまして、８ページを御覧ください。 

 第４表地方債補正でございます。 

 追加１件、変更９件、廃止２件でございまして、それぞれの内容は歳入予算で説

明させていただいたとおりでございます。 

 補正予算の説明は以上でございます。 

○南委員長  ありがとうございます。 
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 ただいまの補正予算について、御質疑等ある方、御発言をお願いいたします。 

○仲委員  １５ページの地方交付税１億７,８２０万２,０００円の増なんですけ

ど、先ほどの説明では普通交付税の追加分ということで、それが基金に積まれると

いうことで、これまでの予算措置では、こういうのはまれだと思うんですけど、こ

れは今年度の利子補給とか、あれの分で、先払いされたという意味で取ればよろし

いですか。 

○岩本財政課長  今回の地方交付税の追加分につきましては、国が想定していた

交付税収入が、国税の収入が想定より多かったということで、各地方に配分された

ものでございまして、そのうち、先ほど言いましたけれども、臨時経済対策費とい

う名目で交付されたもの、それから委員質問がありました臨時財政対策債の償還の

ために基金に積み立てなさいよという指定があったもの、ですので今年度にその分、

交付税に算入される分はここで交付されたので、その分は今年度は差し引かれると

いうことになります。 

○仲委員  ということは、今回は、これ、特別な例ですもので、国の収入額が多

かったという意味の中では、今後はこの数値については予算編成時には参考にはな

らないということでよろしいですね。 

○岩本財政課長  そのとおりでございます。 

○南委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、ないようですので補正予算の審査は終了いたしまして、

次に、議案第１２号、令和４年度尾鷲市一般会計予算の議決についての説明をお願

いいたします。 

○岩本財政課長  それでは、議案第１２号、令和４年度尾鷲市一般会計予算の議

決について御説明申し上げます。 

 令和４年度尾鷲市一般会計予算書及び予算説明書の１ページを御覧ください。 

 一般会計の歳入や歳出予算の総額は、第１条第１項にありますとおり、歳入歳出

それぞれ９７億６,２４４万５,０００円と定めるものでございます。 

 ここで、当課の予算内容の説明の前に、予算全体の状況として令和４年度当初予

算と令和３年度当初予算及び財政収支見通しとの比較について、資料に基づき説明

させていただきます。 

 委員会資料の１ページを御覧ください。 

 この表につきましては、令和４年度当初予算を令和３年度の当初予算及び昨年１
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２月にお示しさせていただきました財政収支見通しと比較したものでございます。

なお、金額につきましては一般財源ベースとなっております。 

 表の中で令和４年度当初予算額③の列を御覧いただきますと、歳入の合計Ａの欄

が６６億３８２万８,０００円、また、歳出の合計、Ｂの欄ですけれども、６７億

５,２１９万６,０００円となり、歳入から歳出を差し引いた一般財源不足額Ｃの欄

です、１億４,８３６万８,０００円となっております。 

 この一般財源不足額を令和３年度と比較いたしますと、１億３,６６４万５,００

０円の減少、また、財政収支見通しとの比較では、２,６４５万７,０００円の減少

となっております。 

 なお、令和４年度当初予算における一般財源不足額につきましては、下段の財源

不足対策欄に記載のとおり、財政調整基金から１億２,３４６万４,０００円、都市

計画事業基金から２,４９０万４,０００円をそれぞれ取り崩して補 をしておりま

す。 

 次のページを御覧ください。 

 主な基金の令和４年度当初予算編成後残高を令和３年度当初予算及び財政収支見

通しと比較した表でございます。 

 まず、財政調整基金につきましては、一番右の列の③令和４年度当初予算編成後

の残高が１０億５,２４４万円で、これは前年度と比較すると４億６,１８１万７,

０００円の増加、財政見通しとの比較では、２,１９２万２,０００円の増加となっ

ております。 

 次の減債基金につきましては、４年度当初予算編成後の残高が８,０８４万４,０

００円で、前年度との比較では３,４９７万４,０００円の減少、財政見通しとは同

額でございます。 

 また、都市計画事業基金につきましては、４年度の当初予算編成後の残高がゼロ

円で、前年度との比較では１,４４３万９,０００円の減少、財政見通しとは同額と

なっております。 

 以上、簡単ですけれども令和４年度当初予算と令和３年度当初予算及び財政見通

しとの比較ということで説明させていただきました。 

 それでは、続きまして、当課に係る予算について御説明申し上げます。 

 予算書にお戻りいただき、１８、１９ページを御覧ください。 

 歳入でございます。 

 ２款地方譲与税、１項１目地方揮発油譲与税は、前年度と同額の１,２００万円
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を計上しております。同じく２項１目自動車重量譲与税につきましても前年度と同

額の３,６００万円を計上しております。 

 次に、３款１項１目利子割交付金は２００万円、４款１項１目配当割交付金は１,

０００万円で、いずれも前年度と同額でございます。 

 次に、５款１項１目株式等譲渡所得割交付金は８００万円で、前年度比２５０万

円の増額でございます。 

 次に、２０、２１ページを御覧ください。 

 ６款１項１目法人事業税交付金につきましては２,１００万円で、前年度比６０

０万円の増額でございます。 

 次に、７款１項１目地方消費税交付金につきましては、３億９,６００万円で前

年度と同額でございます。 

 ここで、主要施策の予算概要の９６ページを御覧ください。 

 地方消費税交付金のうち社会保障財源化分の充当につきましては、下の表のとお

り、本市の令和４年度における社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費は、

合計２５億９,０６４万４,０００円を見込んでおりまして、そこから国県支出金等

の特定財源を差し引いた残りの一般財源充当分が１０億９,３７４万１,０００円で

ございます。ここに地方消費税交付金の社会保障財源化分２億１,６００万円を充

当するものでございます。 

 予算書の２０、２１ページにお戻りください。 

 次に、８款１項１目環境性能割交付金につきましては８００万円で、前年度比２

６０万円の増額でございます。 

 次に、９款１項１目地方特例交付金は６５０万円で、前年度と比較して３９７万

１,０００円の減額でございます。 

 なお、その下の新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補 特別交付金につき

ましては、令和４年度はございませんので、１,０７５万５,０００円の皆減となり

ます。 

 続きまして、１０款１項１目地方交付税は４０億６,５００万円で、前年度と比

較して４億７００万円の増額でございます。 

 内訳は、普通交付税が３５億８,５００万円で、前年度比４億７００万円の増額、

特別交付税は前年度と同額の４億８,０００万円と見込んでおります。 

 なお、臨時財政対策債を２億２,７００万円の減額としておりますので、普通交

付税と臨時財政対策債の合算額で比較いたしますと１億８,０００万円の増加とな
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ります。 

 続きまして、３２、３３ページを御覧ください。 

 １６款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入１,６４９万７,０００円

のうち、財政課に係るものは管財関係土地貸付料３３３万８,０００円で、これは

市内各所の普通財産貸付料でございます。 

 次に、最下段にあります１８款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入

金は１億２,３４６万４,０００円で、前年度比７,１５４万９,０００円の減額でご

ざいます。 

 ３４、３５ページを御覧ください。 

 ２目減債基金繰入金は、前年度と同額の３,５００万円でございます。 

 ３目活性化対策基金繰入金、４目熊野古道森林施業対策基金繰入金、５目交通安

全対策基金繰入金は、それぞれ前年度と同額を計上しております。 

 次に、６目尾鷲みどりの基金繰入金は３,４７５万円で、前年度比１４１万７,０

００円の増額、７目ふるさと応援基金繰入金は２億５,６６５万１,０００円で、前

年度比３,８１０万５,０００円の増額でございます。 

 ここで、委員会資料の３ページを御覧ください。 

 令和４年度当初予算におけるふるさと応援基金の充当状況でございます。 

 各施策体系に沿って、例えば一番上の安心して生み・育て・暮らせるまちを創る

の中の安心して暮らせる子育て環境・保健・医療体制の充実では、主な内容に記載

のとおり、給食費支援事業補助金や子ども医療費助成金等に５,０７７万２,０００

円、病院事業会計負担金に４,５８０万９,０００円を充当しております。 

 以下、それぞれの記載のとおりでございまして、ふるさと応援基金の充当額の計

は２億５,６６５万１,０００円としております。 

 それでは、予算書の３４、３５ページにお戻りください。 

 次に、８目都市計画事業基金繰入金は２,４９０万４,０００円で、前年度比６,

５０９万６,０００円の減額でございます。 

 ここで主要施策の予算概要の９７ページを御覧ください。 

 令和４年度当初予算における都市計画税は、現年課税分と滞納繰越分を合わせて

計１億１,１９２万６,０００円を見込んでおります。対しまして、充当事業は、表

にありますとおり、街路事業８,１１８万２,０００円、公園事業２,１４７万３,０

００円、ごみ焼却事業及び火葬場事業９,３８３万円及び地方債償還額２,２６０万

円の計２億１,９０８万５,０００円であり、ここから特定財源を差し引いた１億５,
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２７８万５,０００円に都市計画税及び都市計画事業基金繰入金を充当するもので

ございます。 

 予算書の３４、３５ページにお戻りください。 

 次に、９目災害等対策基金繰入金は１２４万５,０００円で、前年度比１万４,０

００円の減額でございます。 

 ここで、委員会資料の４ページ、資料３を御覧ください。 

 災害等対策基金につきましては、市民の皆様からの御寄附及び議員報酬の減額相

当分を積み立てさせていただいているものでございます。 

 ４年度におきましては、御覧のとおり、感染症予防対策事業及び小中学校それぞ

れの保健衛生管理経費として、主に手指消毒液等の消耗品購入費に使用させていた

だく予定でございます。今後とも御協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 それでは、予算書にお戻りいただきまして、３４、３５ページを御覧ください。 

 同じく１８款繰入金の２項特別会計繰入金、１目国民健康保険事業会計繰入金及

び２目後期高齢者医療事業会計繰入金につきましては、いずれも繰入金の発生を見

越した頭出しの計上でございます。 

 続きまして、３６、３７ページを御覧ください。 

 ２０款諸収入、５項雑入、１目雑入の２節総務費雑入のうち、７行目にあります

三重県市町村振興協会市町交付金５００万円につきましては、前年度と同額を計上

しておりまして、芸術文化振興事業として市民文化会館の指定管理料へ充当してお

ります。 

 続きまして、３８、３９ページを御覧ください。 

 ２１款市債、１項市債、１目民生債は４,０００万円で、内訳は、心身障害者医

療費助成事業債２,２００万円、子ども医療費助成事業債４００万円、障がい児保

育事業債１,４００万円でございます。 

 ２目衛生債は３,９００万円で、内訳は、救急医療体制強化事業債１,１００万円、

予防接種事業債１,０５０万円、ごみ収集車両整備事業債１８０万円でございます。 

 ３目農林水産業債は６,７３０万円で、内訳は、一般林道整備事業債６００万円、

農山漁村地域整備事業債８２０万円、水産基盤ストックマネジメント事業債３,０

５０万円、漁港整備事業債２,２６０万円でございます。 

 ４目土木債は１億５,６３０万円で、内訳は、橋梁整備事業債６２０万円、道路

整備事業債５,３６０万円、４１ページをお願いします、河川整備事業債が３,０９

０万円、急傾斜地崩壊対策事業債１,５００万円、街路整備事業債５,０６０万円で
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ございます。 

 次に、５目消防債は３,１４０万円で、内訳は、三重紀北消防組合の消防車両整

備に係る起債が４００万円、消防団車両等整備事業債が９８０万円、消防団施設整

備事業債が１,７６０万円でございます。 

 次の６目教育債７２０万円は、中央公民館整備事業債でございます。 

 ７目臨時財政対策債は１億６００万円で、前年度比２億２,７００万円の減額で

ございます。 

 なお、委員会資料の６ページから７ページに、資料５として令和４年度当初予算

における地方債の予定表を参考資料として添付させていただいておりますので、後

ほど御参照いただければと思います。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。 

 ５２、５３ページを御覧ください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費のうち、中段にあります財政事務

経費につきましては、前年度と同額の１２１万５,０００円を計上しております。 

 主なものといたしましては、需用費のうち予算書等の印刷に係る用紙代等の消耗

品費が２７万２,０００円、委託料のうち固定資産管理・公会計システム保守委託

料が５９万４,０００円、新地方公会計支援業務委託料が１６万５,０００円でござ

います。 

 続きまして、５４、５５ページを御覧ください。 

 下段の３目財産管理費は、前年度比４,１８４万６,０００円増額の２億３,９４

０万円でございます。そのうち財産管理経費２,６１８万５,０００円の主なものと

いたしまして、役務費の保険料５７４万９,０００円は、市有財産に係る保険料で

ございます。また、微量ＰＣＢ分析業務委託料１５万９,０００円につきましては、

元九鬼中学校の倉庫にある変圧器及びコンデンサーについてＰＣＢの分析を行うた

めのものでございます。 

 次に、工事請負費１,８５３万５,０００円は、中央駐車場の解体工事請負費でご

ざいます。中央駐車場につきましては、これまで２回の売却公告を行いましたが、

応札者がなく、その後、先着順による売却に移行しておりますが、現在まで購入希

望者がおりません。また、施設の荒廃も進んでいることから、建物を除却した上で

再度売却を検討したいと考えております。 

 次に、最下段にあります基金積立金は、２億１,３２１万５,０００円でございま

す。 
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 次ページの５６、５７ページを御覧ください。 

 内訳ですが、みえ森と緑の県民税市町交付金基金積立金は、事業費の充当残であ

る５３万１,０００円を基金に積み立てるものでございます。また、ふるさと応援

基金積立金につきましては、歳入のふるさと応援寄附金３億５,０００万円のうち、

事業費への充当額１億５,０００万円を差し引いた１億９,６００万円を基金へ積み

立てるものでございます。 

 次に、森林環境譲与税基金積立金は、事業費への充当残である１,６６８万４,０

００円を積み立てるものでございます。 

 ここで、委員会資料の５ページ、資料４を御覧ください。 

 一番右の欄でございますが、今回の令和３年度１６号補正並びに４年度の当初予

算編成における積立て取崩しを踏まえた基金残高は、財政調整基金が１４億１,４

９３万５,０００円、減債基金が１億５,９５３万８,０００円、ふるさと応援基金

が３億７,７７２万３,０００円、ほか記載のとおりでございます。基金合計につき

ましては２３億９,８４９万４,０００円となる見込みでございます。 

 それでは、予算書の５６、５７ページにお戻りください。 

 次に、４目契約検査費は９４万４,０００円で、前年度比５１万６,０００円の減

額でございます。工事等契約検査経費の主なものは、委託料の入札参加登録業務委

託料４８万７,０００円及び工事検査業務委託料３８万３,０００円でございます。 

 続きまして、８８、８９ページを御覧ください。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費のうち、８９ページの下段に

あります国民健康保険事業特別会計繰出金は、２億３万９,０００円で、前年度比

８８６万円の減額でございます。 

 続きまして、９８、９９ページを御覧ください。 

 ８目後期高齢者医療費のうち後期高齢者医療事業特別会計繰出金は、４億４,０

４７万円で、前年度比１６２万１,０００円の減額でございます。 

 続きまして、１３２、１３３ページを御覧ください。 

 ４款衛生費、５項上水道費、１目上水道整備費は、前年度比９７万３,０００円

増額の２,１０１万５,０００円で、水道事業会計への負担金でございます。 

 次に、６項病院費、１目病院費は、前年度比１,９５０万２,０００円増額の４億

６,９３７万１,０００円で、病院事業会計への負担金でございます。 

 この病院事業会計負担金につきましては、令和３年度と同様の考え方で、通常の

繰出し基準に基づく額プラス８０％の特別交付税の算入がされる制度に基づいて算
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定した額を合算した額としております。 

 続きまして、２０８、２０９ページを御覧ください。 

 下段にあります１１款公債費、１項公債費、１目元金は、前年度比１,３４８万

２,０００円増額の１０億７,９２４万５,０００円、２目利子は前年度比１,１２２

万３,０００円減額の２,８５１万９,０００円で、このうち市債償還に係る公債費

利子は２,８１０万８,０００円でございます。 

 次に、２１０、２１１ページを御覧ください。 

 １２款１項１目予備費につきましては、前年度と同額の２００万円を計上してお

ります。 

 続きまして、１１ページを御覧ください。 

 第３表地方債でございます。 

 起債の目的、限度額につきましては、それぞれ歳入予算で説明させていただいた

とおりでございます。起債の方法につきましては、証書借入、または証券発行、利

率は年３％以内、償還の方法は３０年以内としております。 

 財政課に係る当初予算についての説明は以上でございます。 

○南委員長  ありがとうございます。 

 ただいまの説明につき、御質疑や御意見のある方、御発言をお願いいたします。 

○中村委員  すみません、ちょっと教えていただきたいんですけれども、地方債

の起債額なんですけど……。 

○南委員長  質疑をするとき、ページ数を明確にしていただければと思います。 

○中村委員  すみません、１１ページの地方債の限度額なんですけれども、これ

って予算書の額と全く一緒ですよね。ということは、これ以上借りられないという

ことを意味するのか、それとも必要がないからここに限度額と予算が入っているの

と全く一緒になっているのかをちょっと教えていただけたらありがたいです。 

○岩本財政課長  第３表の地方債につきましては、歳入で計上している額と同額

を計上しておりまして、これを限度額としております。 

 もし事業費に変更があった場合には、当然歳入の予算額も地方債の額も変わりま

すし、この第３表の地方債の限度額も変更するということになります。 

○中村委員  ということは、この限度額というのは、何かごめんね、私の一般的

な考え方では、まず例えば上限を決めておいて、その間やったらそこまで借りられ

るというんじゃなくて、必要があったらその限度額は自由にまた変えていけるとい

う考え方なんですね。 
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○岩本財政課長  委員おっしゃられたとおりでございます。 

○中村委員  それでは、すみません、この１１ページの一番下の臨時財政対策債

って、この中身って、これは何ですか。 

○岩本財政課長  臨時財政対策債につきましては、本来地方交付税として交付さ

れる額なんですけれども、国の国税５税といいまして、地方交付税の財源となって

いる税が、各地方公共団体の交付税の集めた額よりも少ない場合に財源が足りない

と。それを補うために国と地方が折半をして起債、借りましょうと。しかし、臨時

財政対策債につきましては、後に償還する際には１００％国から補 しましょうと

いう制度に基づいたものでございます。 

○中村委員  分かりやすく言えば、キャッシュ・フローというのか、現金がない

から先借りるよみたいなことですか。ありがとうございます。 

○岩本財政課長  そのとおりです。 

○南委員長  よろしいですか。 

○中村委員  それと、５５ページの工事請負費って、今、説明いただいたじゃな

いですか、駐車場の解体費用ですよね。これ、できたらここの説明のところには、

そう書いていただけるとありがたかったかなと思うんですよ。これ、最初に見たと

きに、実はほかの課も全部工事請負費って書いてあって、説明を聞かなきゃなかな

か全部の明細が分からへんから、ぱっと見たときに、ここにもし駐車場解体費とか

と書いていただいていたら、すごい特徴が分かりやすかったかなと思ったので、で

きたら次回からそういうふうに書いていただけるとありがたいです。 

○岩本財政課長  予算書上、工事請負費ということで１本になっておるんですけ

れども、うちのように中央駐車場の工事費１本だけでしたらいいんですけれども、

ほかの事業課でいきますと非常に何本も工事費があって、書くとすごい数になって

いきますので、便宜上こういう形で表記をしていただいております。 

○小川委員  資料の５なんですけど……。 

○南委員長  資料の５、出してくれる。 

○小川委員  ６ページなんですけど、資料の５。 

 過疎債のこれ、載っているんですけど、これは病院の分も全部入っているのか、

もし入っていないならその内訳はどうなっているのか、一度伺いたいと思います。 

○岩本財政課長  これは、あくまでも一般会計の分だけです。 

○南委員長  じゃ、よろしいですか。 

 他にございませんか。 
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○仲委員  予算書の２１ページかな。２０、２１ですけれども、地方交付税、今

回４０億６,５００万ということで、その関連で説明を受けたいと思うんですけど、

資料の１ページ、令和４年度当初予算と令和３年度当初予算及び財政収支見通しと

の比較というところで、ざっと見させてもらうと、今回お聞きしたいのは、地方交

付税と臨時財政対策債をこの二つを見るという意味で、令和３年度と令和４年度の

当初予算比較を見ると、大体１８億という説明がありました、合算で。というのは、

当初比較で地方交付税が４億７００万と臨時財政対策債がマイナスの２億２,７０

０万と、それを合算すると１億８,０００万という数字が出ています。 

 それで、右側の見通しとの比較を見ると、逆に地方交付税が１億７,３８０万３,

０００円プラスになっておって、臨時財政対策債のほうがマイナスの１億７,８６

０万の減ということで、この合算を見ると、当初４年度と財政見通しを比較すると、

ほぼ同額ということで見ておるんですけど、見通しがプラスマイナスほぼ同じにな

ったということでよろしいか。 

 それで、もう一点。 

 先ほど臨時財政対策債の説明がありましたけど、過疎債の説明も併せてお願いし

たいんですけど。 

○岩本財政課長  まず、最初の地方交付税の件ですけれども、委員おっしゃられ

たように地方交付税と臨時財政対策債を合算しますと、財政見通しとの比較ではほ

ぼ同額ということになっております。 

 それから過疎債につきましては、制度が令和３年度から変わりまして、過疎地域

の持続的発展の支援に関する特別措置法ということで新しく施行されておるんです

けれども、それに基づいて尾鷲市が過疎地域に引き続き指定をされたということで、

これに指定をされると、過疎債ということで充当率１００％、交付税措置率が７

０％の有利な起債を使えるという制度になっております。 

○仲委員  過疎債を使えば１００％起債で、今年度に７０％の償還を見ていただ

けると。先ほど臨時財政対策債については、国の地方交付税の金額が少ないという

ことで、これに振り替えて分担で借りるということで、これについても１００％償

還の交付金があるわけですね。 

 そうすると、最後のページ、２２６ページに地方債の令和２年度末における云々

として、令和４年度末における現在高の見込みに関する調書とあるわけですけど、

ここで右端の一番下に令和４年度末現在高見込額で８６億２,６２５万１,０００円、

これが令和４年度の末の起債、いわゆる市債の残高ということになるわけでござい
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ますが、一般質問でも市長が市債のところでちょっと触れましたけど、確認の意味

でお聞きをいたします。 

 この８６億２,６２５万１,０００円の中で、当然過疎債と臨時財政対策債が含ま

れておると。それについては、今年度、国から交付税算定されるということで、こ

の８６億云々の中で、実質、尾鷲市、正味、支払う金額は幾らですか。 

○岩本財政課長  今、令和４年度末の現代高見込額の数字でおっしゃっていただ

いたんですけれども、一度この１月の広報でも掲載をさせていただいたんですけれ

ども、令和２年度末の数字で説明させていただきますと、令和２年度末では９７億

余りの地方債残高があります。そのうち、先ほど言いました１００％今年度で交付

税として返ってくる臨時財政対策債が３９億余りありまして、構成比でいきますと

９７億のうちの４０％、それから過疎債につきましては、９７億のうちの２９億８,

０００万ほどありまして、構成比でいくと３０％ですので、あとは緊急防災・減災

事業債のような過疎債と同じ充当率、交付税措置率のものもありまして、それが１

４％、それらを平均すると、この９７億の残高のうち約７８％が後に交付税として

措置される額です。ですので、残りの２１億余りが実質の尾鷲市の負担ということ

になります。 

（発言する者あり） 

○仲委員  今の説明でいくと、大体今までは９０億を超えておった、１００億前

後だったのが、大体実質正味尾鷲市の一般財源で負担するのが２０億前後やと。こ

れまでの議論の中で、１００億、９０億ある中で、全てそれが尾鷲市民が税金から

払う償還だというような風潮がありますけど、ここらについてはしっかりと市民に

説明をお願いしたい。市長、どうですか。 

○加藤市長  要するにこの償還額が当初は百十何億あった中で、全体的に国の交

付金等々を組み合わすと大体七十数％ぐらいの話やって、要するに真水の部分、尾

鷲市がその中で全部でこれだけの借金はしているけれども、尾鷲市が支払うべきと

ころは現在では２０億前後であると。そういう広報は１月号で一応お示ししている

わけなんですけれども、市民の皆さん方は、特に尾鷲市は借金が多くて大変やとい

うのは、一応実態を市民の皆様に知っていただくということで、それに対して市と

してはこういうことをやるということはきちんと広報はもっとさせていただきたい

と、このように思っております。 

○仲委員  よろしくお願いします。 

 それで、一方で資料の２ページを見ますと、財政調整基金が当初予算ベースで１
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０億５,２４４万の残高ということで、これを見ると１０億かというような感じが

するわけですけど、ただいま財政課長から説明があったように、５ページには、こ

れは今回の補正を入れた額が１４億１,４９３万５,０００円と、財調が１４億ベー

スになってきたという意味では、私の考えでは物すごいなと思うんですけど、ここ

数年では１０億を超えて１４億台はないんですけど、過去には何年ぐらいに１４億

台ありますか。 

○岩本財政課長  平成２４年度に１４億を超えている年度はあります。それ以降、

平成３０年度末で７億２,０００万ほどまで下がっておるんですけれども、そこか

ら令和元年度で８億８,０００万余り、令和２年度で９億３,０００万余り、そして

今回、３年度の１６号補正後でいきますと１５億余りということで、基金の残高と

してはここ数年回復傾向で推移してきております。 

○仲委員  財調も１４億ということで、基金残高のことも含めて、決して財政状

況がよくなっているというふうに私は判断しません。経常収支比率を見ると九十

何％ということでありますので、ただ、財調の残高を見ると、確かに財政課が言っ

た執行部の努力が出てきているんだなというふうには感じておりますので、今後も

財調の１０億ベースを守っていくような財政運営を心がけていただきたいと思うわ

けでございますが、市長、どうですか。 

○加藤市長  行政常任委員会のほうでも財政健全化のための最低限我々が保って

いかなきゃならないという大きな柱の中に、財政調整基金は年度末の当初予算を編

成した後の金額を１０億に保っていきたいというような話。正直申しまして、財調

をこうすることによって一方ではいろいろあれします。公債費というものも今回な

んか、１１億ちょいあります。これは過去のそういう投資のあれがございますので。

何とか１０億ぐらいを目標にしながらやっていかなきゃならない。 

 そして、今の償還額、それが当初は百十何億、私が就任したときには百十何億あ

ったんですけれども、今は令和３年度で９２億、令和４年度になると八十何億って。 

 逆に言ったら事業をやっていないじゃないかという話になるんですけれども、や

はり目指すところは１００億以内の償還額で、要するに真水と言われている尾鷲市

の負担額というのは、大体７８％というような形の中で２０億前後で推移したいと

いう、そういう目標を掲げながら、どうやって財政健全化をやったらいいかという

ことについて、事業の推進とともに並行して考えていかなきゃならない。このよう

に考えております。ありがとうございます。 

○中村委員  今、仲委員が実質真水２１億とおっしゃったんですけれども、ちょ



－１６－ 

っとお伺いしたいんですけれども、平成３０年に尾鷲の市税って２１.８億あった

とここに書いてあるんですけれども、平成３年って１８億ぐらいですかね。それか

ら１８億の市税に対して真水で２１億の市債の支払いをしていくというところで、

どんどん人口が減り、市の収入というのは減っていきますよね。 

 それで、今、これ、すごく一旦減ったように見えるのは、例えば小学校の耐震の

償還が終わるとか、今ちょうど端境期というのか、はざまであって、また今後たく

さんの大型のが今年も計画されていて、それがあと３年とか４年、５年後にはまた

増えますよね。そういうところも勘案して、実質９０億、８０億の借金で真水が２

０億ぐらい返したらええと言うけど、税金の額がどんどん減っていっている中で、

やっぱりこの大型の箱物というのはもっと立地適正化でちゃんと統廃合も考えてい

く必要があるんじゃないかなと思うんですけれども、市長はどうお考えですか。 

○加藤市長  当然、尾鷲市を存続発展させていくためには、やはりある程度の事

業計画というのは私は必要であると思っております。 

 そういった中でいろいろ御議論ございますけれども、大型投資についてもやはり

先行きのどれぐらいの償還額が増えるのか、要するに市債がどれだけ増えて、毎年

の公債費がどれだけ支払っていかなきゃならない、過去の推移からどうなっていく

のか、それでもって投資額はどうなっていくのかと、その辺のところを総合的に考

えていきながら、税制健全化という面からいって、そういう面も一方では必要です。 

 それで、やはり尾鷲市の抱えている身の丈、おっしゃるように税金、市税はどん

どん人口減で減っていくと思います。だけれどもその辺のところをきちんと見極め

てやっていかないと。この前も申し上げましたように、金がないから何もやらない

人間は、金があってもやらないんだと、そういう市政は私はやりたくないんです。

だから、ある程度財政ということをベースに見ていきながら、やるべきところはや

っぱりやらなきゃならない。しかし、それもただ放っておくんじゃない、成功させ

なければならないと。そういう思いで市政を運営しておりますので、ぜひぜひ御理

解いただければと思っております。 

○南委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

○中里委員  資料の尾鷲市公共施設等総合管理計画……。 

○南委員長  それはその他のほうで報告していただきますので、まず予算審査か

らお願いいたします。 

○内山副委員長  先ほど、財政課の方が説明してくれたんです。ちょっと聞き取
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れなかったので、平成１４年が１４億と言われたんですか。先ほど、仲委員の質問

に対して財調のですが、それから平成３０年が７億、元年から８億、９億という話

でよかったですか。ちょっと聞こえなかったので。 

○岩本財政課長  すみません、ここ１０年間のうちで１４億を超えていたという

のが平成２４年度で、１４億１,８００万円余りでございます。それから一番少な

かったのが平成３０年度末の７億２,６００万円、そこから令和元年度末で８億８,

８００万円、令和２年度末で９億３,１００万円、それから今回の１６号補正後の

額で１５億３,８００万円ということでございます。 

○内山副委員長  ありがとうございます。 

 やっぱり上がってきているんですよね。そこだけ確認させてもらいたかったので、

ありがとうございます。 

○南委員長  他にございませんか。 

○濵中委員  ２点ほど聞きたいんですけれども、１点は、主要施策の概要のほう

ですね。今、送りました。 

 都市計画事業の経費なんですけれども、この中にごみ焼却事業と火葬場事業が都

市計画事業の中に入っておりますけれども、これ、市民全体が関わるところになる

んですけれども、税の負担の公平を考えたときにどういった説明になるのか、教え

てください。 

 都市計画税が市全体に係っているものではないという議論が今までもあるんです

けれども、これはどういった理解をすればいいのか、まず１点聞かせてください。 

○岩本財政課長  このごみ焼却事業と火葬場事業につきましては、都市計画事業

の認定を受けたということで、財政課としては、それに対しては都市計画税を充当

できるという意味で充当させていただいておるということです。 

○濵中委員  分かりました。ありがとうございます。 

 あと、もう一点なんですけれども、さっき過疎債の説明をいただいたときに、一

般分というふうに言われました。今年度、過疎債を使って病院のほうの支払いがあ

るんですけれども、ありますね。リニアックのほうの事業費が。 

 以前、その計画のときに、今のままの過疎債の充当分だけでは今まで一般財源で

使っていた分を病院のほうに振り分けて使うというふうに説明がありましたよね。

今年度は、過疎債の充当分が増えているのかどうか。一般分を詰めて病院のほうに

移さなくていいのかどうか、その辺りが気になっておりますので、充当分の増減の

あたりをお聞かせいただければと思います。 
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○岩本財政課長  過疎債ですけれども、令和２年度では、ハード分、これが合計

で１億９,７１０万円ありました。これにつきましては、一般会計で１億６８０万

円、それから企業会計分として９,０３０万円、令和３年度でございますけれども、

今、認められておるとか協議済みのものが合計ハード分４億７,２９０万円、その

内訳が一般会計分で１億１,２７０万円、企業会計分で３億６,０２０万円、この３

億６,０２０万円の中には、病院のリニアック、ＭＲＩの分も含まれておりまして、

今回につきましては、要望した額、満額が認められております。 

○濵中委員  そうしますと、今まで過疎債を充て込んでいた事業は、減らさずに

いけるというふうに考えてよろしいですか。 

○岩本財政課長  今回、満額、認められた理由というのが、私どもでもちょっと

分からないところがあるんですけれども、全国的なものだと思うんですけれども、

今回４億７,０００万余り認められたといっても来年度どうなるか分かりませんも

ので、そこら辺は気をつけながら予算編成はしていきたいというふうに思っており

ます。 

○南委員長  よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  他にないようですので、その他の報告事項のほうをお願いいたしま

す。尾鷲市公共施設等の総合管理及び同個別計画の一部修正についてをお願いいた

します。 

○岩本財政課長  それでは、報告事項といたしまして、尾鷲市公共施設等総合管

理計画及び公共施設個別計画の一部修正について御説明を申し上げます。 

 まず、公共施設等総合管理計画につきましては、国のほうから計画に記載すべき

事項の追加や見直しの指示があったことなどから、そのことを踏まえた修正、それ

から本市の公共施設の現況に合わせた一部修正を行うものでございます。 

 また、個別計画につきましても幾つかの施設について、現況を踏まえた中で一部

計画年度等の修正を行うものでございます。 

 内容につきましては、塩津課長補佐のほうから説明させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○塩津財政課主幹兼係長  それでは、まず公共施設等総合管理計画の修正箇所に

ついて説明させていただきます。 

 まず、表紙の次にあります目次を御覧ください。 

 本件につきましては、目次にありますとおり、１番、公共施設等総合管理計画策
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定の背景と目的、それから１２番、計画推進のための方策までの構成となっており

ます。 

 今回の見直しでは、国から示されております見直しに当たっての留意事項に基づ

き、主に６番の公共施設等の現況と課題及び７番の公共施設の更新コスト試算につ

いて追記、修正等を行いました。 

 それでは、７ページを御覧ください。 

 ６番、公共施設等の現況と課題ですが、これにつきましては、令和３年３月末時

点の現況に合わせて一部修正をしたもので、表の下段にありますその他のところに

令和２年度に取得しました九鬼の移住体験住宅、みやかの２件分をプラスしており

ます。 

 続きまして、９ページを御覧ください。 

 ９ページから１０ページにかけましては、先ほどの増加分を踏まえて延べ床面積

等の合計数値を修正したものでございます。 

 次に、１１ページを御覧ください。 

 ここは国からの見直しの留意事項に基づきまして、有形固定資産減価償却率の推

移及び下段の現在要している維持管理費を追記したものでございます。 

 有形固定資産減価償却率の推移につきましては、有形固定資産のうち償却対象資

産の償却がどの程度進んでいるかを表すもので、償却率が大きいほど老朽化が進ん

でいるということになります。本市につきましては、現状では類似団体の平均を下

回っておりますが、今後、増加傾向で推移すると見込まれております。 

 次に、１２ページを御覧ください。 

 公共施設の更新コスト試算ですが、下段の表１、長寿命化対策を反映した場合の

見込みとして表を追加しております。 

 この表の中で単純更新費用といいますのは、建て替え、除却等を単純に行った場

合に係る費用で、その場合は、令和１２年度までで約４.２億円の経費がかかるの

に対し、長寿命化の場合は約２.１億円となり、差引き約２.１億円の効果があると

いうことを表しております。 

 続きまして、１５ページを御覧ください。 

 こちらは、インフラ資産の更新コスト試算で、先ほどと同様、下段の表に長寿命

化対策を反映した場合の見込み（橋りょう）を追加しておりまして、長寿命化対策

をすることにより約２.６億円の効果額が見込まれるということになっております。 

 続きまして、２０ページを御覧ください。 
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 公共施設等の管理に関する基本的な考え方のうち、（２）維持管理・修繕・更新

等の実施方針の中に断熱化による冷暖房の効率化、照明機器等の省エネルギー化に

よる使用電力量の抑制と二酸化炭素排出量の削減など、環境面に配慮した改修を行

うことについて追記しております。 

 続きまして、２３ページを御覧ください。 

 施設類系ごとの管理に関する基本的な方針の⑥学校教育系施設のうちで、給食室

等の個別の施設に関して、近い将来の児童数減少を鑑みた上で集約化を進め、廃止

となった設備を備蓄倉庫等へ機能移転するなど、経費削減を目指す旨及び脱炭素化

の取組の一つである照明器具のＬＥＤ化について追記しております。 

 総合管理計画の修正については、以上でございます。 

 引き続き、公共施設個別計画の修正について御説明をさせていただきます。 

 個別計画につきましては、先ほどの総合管理計画の趣旨を踏まえ、個々の施設の

具体的な方向性を定めたものでございます。 

 その中で、現在の施設の状況等を踏まえまして、計画年度を含め、一部修正した

ものでございます。 

 では、通知させていただきます。 

 １８ページを御覧ください。 

 最下段にあります九鬼消防車庫につきましては、職員による点検、調査を行った

結果、橋脚等の腐食が著しい状態で、長寿命化による継続使用が不可と判断しまし

たことから、当初６年度に行う予定であった計画を前倒しし、令和４年度において

建て替えを行うよう変更いたしました。 

 次に、２０ページを御覧ください。 

 ２４番、元南輪内出張所につきましては、当初４年度での除却を予定しておりま

したが、区との協議により令和５年度に除却することとなりましたので、そのよう

に変更するものでございます。 

 次に、３３ページを御覧ください。 

 ６番、学校教育系施設、（２）施設の具体的な方向性・対策の内容等につきまし

て、先ほど説明いたしました総合管理計画の修正に基づき、基本方針の③に給食室

などの集約化、機能移転について、④に照明器具などのＬＥＤ化について追記を行

っております。 

 また、６７番、尾鷲小学校につきましては、給食施設の改修スケジュール及び尾

鷲中学校への給食配送の実施、今後の給食調理場の集約化の方針について追記して
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おります。 

 続きまして、次ページ、３４ページを御覧ください。 

 ６９番、矢浜小学校及び７０番、向井小学校につきまして、調理場集約化のスケ

ジュールと単独校調理場としての機能を尾鷲小学校に集約する旨の方針を追記して

おります。 

 次ページの３５ページを御覧ください。 

 ７７番、尾鷲中学校につきまして、給食配送の受入れに伴う改修工事のスケジュ

ールと受入れの改修を行う旨の方針について追記しております。 

 では、通知させていただきます。 

 ４３ページを御覧ください。 

 一番上段の９３番、尾鷲中央駐車場につきまして、先ほど予算のほうで御説明さ

せていただきましたが、現況のままでの売却を進めてまいりましたが、応札者がい

ないということ、また、施設の荒廃等が進んでおりまして、景観や地域の安全性も

考慮し、令和４年度において取壊しを行い、その後、引き続き売却の検討を行って

いく旨の考え方に変えたものを記載しております。 

 個別計画の一部修正については、以上でございます。 

 なお、参考資料として、ただいま説明させていただきました修正を反映させた各

対策ごとに資料を添付しておりますので、御参照いただきますようよろしくお願い

いたします。 

 以上で、公共施設等総合管理計画と同個別計画の一部修正に係る説明とさせてい

ただきます。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 公共計画の一部修正についての説明をいただきました。 

○中里委員  総合管理計画のほうからなんですけれども、これを計画するに当た

っての協議会とかというのは全くない状況でしたよね、今、尾鷲は。 

○岩本財政課長  総合管理計画につきましては、国の指針に基づいて財政課のほ

うで取りまとめをしたものでございます。ただ、個別計画につきましては、庁内で

検討委員会を設けて、そこで関係各課に集まっていただいた中で協議して作成した

ということになります。 

○中里委員  庁内で集まって協議する場があるということなんですね。 

○岩本財政課長  庁内で個別計画策定委員会という委員会を設けておりまして、

そこで各課からの施設の情報を集めて、今後の方向性をみんなで話をして決めてい
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ったということになります。 

○中里委員  それは広く皆様に通知されることになるんですかね、参加、職員の

み。 

○岩本財政課長  広く通知というのは。 

 この原案をつくったときにパブリックコメントを実施しておりまして、そこで住

民の皆さんの御意見を聞かせていただいたという経過はあります。 

○中里委員  なかなかパブリックコメントの件を聞いているんですけど、そのパ

ブリックコメントにあまりコメントが来ていないという現状みたいなんですけれど

も、そういう意味では住民目線の意見というのはこういうところに取り入れますと

いう方針はあまり書かれていないように感じるんですけど、どうやって対策に入っ

ていますか。 

○岩本財政課長  パブリックコメントにつきましては、結構数としてはたくさん

いただいておりまして、個別計画の中でそういった意見を基に今後の方針の中で検

討する際には地域の皆さんと協議をした上で今後の方向性を決めていくという記述

もしておりますので、実際に施設をどういうふうに整備するかという段階になりま

したら、再度施設の所管課のほうで住民の皆さんとよく話をしていただいて、今後

の方向性を決めていくということになると思います。 

○南委員長  よろしいですか。 

○中村委員  ここでも非常に問題になる適正立地の計画、例えばまちづくり協議

会とか、そういうところで本来は話し合われて、統廃合とか、施設の建て替えとか、

集約とかというところを広く意見を求めていく、それは財政の問題ではないと思う

んですけれども、このつくられ方について、もし所内で話をされるときに、そうい

うふうなやり方というのを今後していただけるように、財政は上がってきたのをそ

のお金をどないかするだけの課なんですけど、ただこれを、全体計画を財政でつく

られているのやったら、そのつくられ方についてちょっとやっていただけへんかな

と思うんですけど。 

○岩本財政課長  委員さんおっしゃるように、こういう計画をつくる際に市民の

方に入っていただくというのは大変大事なことやと思っておりますので、総合計画

とか、そういうのは答弁入っていますけれども、今後、そこら辺も検討した中で進

めさせていただきたいと思います。 

○南委員長  他にございませんか。 

○内山副委員長  今説明いただいた１８ページで、九鬼消防車庫の……。 
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○南委員長  計画のほう。 

○内山副委員長  計画のほうで、個別計画ですね。 

 これはつくっていただくということですよね。建て替え、古いので。去年、市長

がおっしゃっていただいた九鬼の懇談会の中で、トイレ、そこを利用したらどうか。

トイレができるという話だったんです。この中でできるということなんですか、建

て替えの中で当てるという。 

○下村副市長  九鬼へ公衆トイレをというような要望があったんですけど、公衆

トイレとなりますと、便器一つに１６人槽の公衆トイレという形になると１６人槽

の便槽が要るということで、そういった公衆トイレを設置する場合、どういった方

が利用するのか、観光客がどれぐらい来るのかというような調査が必要になってく

ると。そうなると、また数年かかるということで、九鬼の消防団車庫、地元の方が

トイレを外に出たときにということで、消防団車庫を建て替えた際に外からも入れ

るようにすると。内側は消防団が使っていないときは鍵をかけるということで、外

からもトイレを利用できるということで地元のほうにお話しさせていただいたら、

それで結構ですということになりました。 

○内山副委員長  説明、よく分かりました。物すごく地元住民の方が利用してい

ただいたらと思います。 

 そこで、ここで話をすることじゃないかもしれないんですけれども、トイレの清

掃についてなんですけれども、懇談会のほうでは、地元でちゃんとしなさいよとい

うような、相談してくださいねというような市長のお話だったと思うんですけれど

も、それで、地元でというような考え方ですか。 

○下村副市長  地区から要望があった際には、ふだんの清掃は地区でさせていた

だくというようなお話をいただいております。 

○内山副委員長  九鬼もすごく人が少なくなっていまして、もしもコミュニティ

におられる職員の方が１か月に１遍、１週間に１遍でも時々は手伝ってもらうとい

うのか、そういうような協力体制というのは、もう地元でそういうのは話をするべ

きことなんでしょうか、それとも市の職員の方を使う場合には、一応あなたたちも

協力しなさいよというような話というのはしてもらえないのでしょうか。 

○南委員長  副市長、今回の件は要望ということで捉まえていただきたいと思い

ます。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○南委員長  ないようですので、財政課の審査を終了いたします。御苦労さんで

ございました。 

 ここで、２５分まで休憩をいたします。 

（休憩 午前１１時１６分） 

（再開 午前１１時２５分） 

○南委員長  休憩前に引き続き、委員会を続行いたします。 

 次に、総務課に入っていただきました。 

 総務課の４本の議案がありますけれども、まず議案の条例改正のほうを議案第３

号、尾鷲市個人情報保護条例の一部改正についてから議案第６号の職員の給与に関

する条例の一部改正についての４本を一括説明をお願いいたします。 

○竹平総務課長  それでは、総務課に係る議案について。 

 まず、条例の一部改正から御説明をさせていただきます。 

 まず、新旧対照表を御覧ください。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、議案第３号、尾鷲市個人情報保護条例の一部改正についてにつきまし

ては、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の一部の施行

期日を定める政令が交付されたことに伴い、行政機関の保有する個人情報の保護に

関する法律が廃止され、その規定が個人情報の保護に関する法律に引き継がれるこ

とから、同法律への引用する規定に改正するため、第２条第１号等を下線のとおり

一部を改正するものでございます。 

 次に、３ページを御覧ください。 

 議案第４号、職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正についてにつきましては、

国における行政手続の見直しに伴い、職員の服務の宣誓に関する政令が改正された

ことから、市職員の服務の宣誓において、対面の見直しを行う第２条の下線の削除

及び様式第１号、様式第２号において縦書きから横書きへの変更と氏名の次にある

押印を削除する一部改正でございます。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 議案第５号、尾鷲市職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてにつきま

しては、育児休業、介護休業等、育児、または家族介護を行う労働者の福祉に関す

る法律が改正され、育児休業を取得しやすい環境整備及び妊娠等の申出をした労働

者に対する周知、意向確認の措置などが義務づけられたことに伴い、国家公務員に
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おいても同様の措置が講じられることから、国家公務員との均衡の原則を踏まえ、

条例の一部を改正するものでございます。 

 主な改正点といたしましては、改正前の表ですが、第２条第３号アに記載の在職

期間が１年以上である非常勤職員を削除し、非常勤職員における取得要件の緩和や

６ページ、７ページ、次のページになりますが、第２４条及び第２５条において、

妊娠または出産等について申出があった場合に職員の周知や意向確認の措置等を追

加するものでございます。 

 次に、８ページを御覧ください。 

 議案第６号、職員の給与に関する条例の一部改正についてにつきましては、人事

院勧告に基づき期末手当の支給月数の引下げを行う改正と現業職の分野において、

国に合わせた現業職給料表等を追加するため、条例の一部を改正するものでござい

ます。 

 １０ページ以降の現業職給料表は、職務の級は１級から４級までの級とするもの

で、基準となる階級の職務は１５ページを御覧ください。 

 通知をさせていただきます。 

 等級別基準職務表として職務の級における基準を定めるものでございます。これ

らは、本市の環境課等の現業職務を遂行していくに当たり、新たな採用者などに適

用させ、業務の安定的な体制を図っていくものでございます。 

 また、令和４年度における人事院勧告に基づく引下げにつきましては、期末手当

を０.１５月分引き下げるもので、年間４.４５月分を４.３月分とするものでござ

います。このことによる一般会計への影響額は、約１,０８０万でございます。１

人当たりの平均にしますと、約６万７,０００円の減額となっております。 

 以上が条例の一部改正の議案の４本の改正内容でございます。 

○南委員長  ありがとうございます。 

 条例改正４本の説明をしていただきました。 

 御質疑のある方、御発言をお願いいたします。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、ないようですので、４議案の審査は終了いたします。 

 次に、議案第１７号、令和３年度の尾鷲市一般会計の補正予算の説明をお願いい

たします。 

○竹平総務課長  それでは、令和３年度尾鷲市一般会計補正予算（第１６号）の
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議決についてのうち、人件費及び総務課に係る補正予算について御説明をさせてい

ただきます。 

 予算説明書の２０、２１ページを御覧ください。 

 通知をさせていただきます。 

 歳入ですが、２０款諸収入、５項雑入、１目雑入３７３万２,０００円の減額の

うち総務課分といたしましては、２節総務費雑入、派遣職員人件費８５２万４,０

００円の増額でございます。これは、三重地方税管理回収機構及び東紀州環境施設

組合の派遣職員人件費の精算確定による増額分でございます。 

 次に、歳出ですが、人件費につきましては一括説明をさせていただきたく、別紙

委員会資料の１ページをお願いいたします。 

 通知をさせていただきます。 

 職員人件費でございますが、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、

退職による職員給料１０５万円の減額及び住居手当６５万３,０００円の減額、異

動等による確定でございます。また、期末手当額は３４万７,０００円の減額、時

間外勤務手当につきましては、５６５万９,０００円の減額のうち主に選挙執行経

費確定による減額でございます。 

 管理職特別手当は１万８,０００円の減額、退職手当につきましては、職員３名

の退職による１,１９６万９,０００円の増額で、共済費の２５万６,０００円の減

額を含めた人件費総額は、３９８万６,０００円の増額となっております。 

 次に、資料２を御覧ください。 

 会計年度職員の人件費でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、特別職及び職員人件費の１節報

酬における３０万円の減額のほか、衆議院議員選挙、市長・市議選における会計年

度任用職員報酬の実績による減額でございます。 

 また、４款衛生費、５款農林水産業費及び９款教育費の会計年度職員報酬につい

ても途中退職や病気休職など、実績に基づく減額分でございます。 

 続きまして、人件費以外の総務課に係る補正予算について、選挙管理委員会も併

せて御説明をさせていただきます。 

 予算書に戻っていただき、２５ページを御覧ください。 

 通知をさせていただきます。 

 よろしいでしょうか。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、人事管理経費につきましては、
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主なものとして特別職報酬等審議会委員報酬の１３万９,０００円の減額、委託料

では受診者数の確定に伴う健康診断委託料４０万円の減額、また、人事給与システ

ム更新業務委託の入札結果による３２５万６,０００円の減額及びデータ移行業務

が不要となったことによるデータ移行業務委託料１０３万４,０００円の皆減等、

５０８万８,０００円の減額でございます。 

 次に、職員研修事業５万５,０００円の減額は、研修受講者数の確定に伴う減額

です。 

 次ページの２６、２７ページをお願いいたします。 

 総務一般管理経費１２０万円の減額は、実績に伴う燃料費７０万円の減額及び有

料道路通行料５０万円の減額でございます。 

 情報化推進事業９６３万８,０００円の減額は、財務会計システム更新業務委託

の入札結果による６４０万６,０００円の減額及びデータ移行業務委託料１１０万

円の減額、また、システムのクラウド化による利用料の確定による２１３万２,０

００円の減額でございます。 

 庁舎管理経費では、電気料及び水道料金の使用実績による４５万円の減額でござ

います。 

 次ページの２８、２９ページをお願いいたします。 

 公平委員会経費の２４万円の減額は、主なものとして、委員会の開催が１回であ

ったことによる委員報酬１０万６,０００円の減額、また、コロナ禍のため全国公

平委員会連合会東海支部総会の中止により旅費９万３,０００円の減額ほか、負担

金の減額でございます。 

 次に、第２条第２表の繰越明許費補正について御説明をいたします。 

 補正予算書の７ページを御覧ください。 

 通知をさせていただきます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、地方公務員の定年延長に伴う例規整備事業１３２

万円でございますが、地方公務員法の改正に伴う政令等の改正が遅れていることか

ら、次年度で例規整備に対応するため、繰り越すものでございます。 

 次に、第３表債務負担行為補正の変更で人事給与システム利用料は、契約額の確

定により限度額を変更するものでございます。 

 廃止につきましては、庁内ＤＮＳ・メールサーバー及びメインスイッチ更新機器

借上料につきましては、世界的な半導体の入手困難により、年度内での契約は困難

であるため廃止させていただき、令和４年度の当初予算で再度計上させていただく
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ものでございます。 

 続きまして、選挙管理委員会に係る予算を説明させていただきます。 

 歳入の説明で、まず補正予算書の１８、１９ページを御覧ください。 

 通知をさせていただきます。 

 歳入でございますが、１５款県支出金、３項委託金、１目総務費委託金１,１９

０万円の減額は、三重県知事選挙執行委託金及び衆議院議員選挙執行委託金として

選挙執行事務経費の確定による減額でございます。 

 次に、歳出になります。 

 ３０、３１ページを御覧ください。 

 通知をさせていただきます。 

 衆議院議員選挙費、衆議院議員選挙経費８６８万３,０００円の減額は、選挙執

行事務経費の確定による減額で、主なものとして次ページに記載のとおり、時間外

勤務手当２５６万７,０００円の減額、需用費では、消耗品費で６８万４,０００円、

役務費では通信運搬費が２７万９,０００円、使用料及び賃借料では、一番下にあ

ります洋上投票関係のファクス借り上げ料３９６万８,０００円の減額が主なもの

でございます。 

 市長選挙費、市長選挙経費では、３６４万１,０００円の減額で、主なものとし

て、次ページの３５ページになりますが、選挙運動用通常はがき、自動車使用、ポ

スター及びビラ作戦に伴う交付金３１３万２,０００円の減額でございます。 

 次に、市議会議員選挙経費では、１,２２４万８,０００円の減額で、こちらも次

ページにありますように、負担金、補助及び交付金９７０万５,０００円の減額が

主なものでございます。 

 次に、三重県知事選挙経費３２１万７,０００円の減額は、時間外勤務手当１５

９万１,０００円の減額のほか、役務費の通信運搬費２８万５,０００円、次ページ

にあります分類機支援手数料３０万円の減額が主なものでございます。 

 補正につきましては、以上になります。 

○南委員長  以上が議案第１７号、補正予算の説明でございます。 

 御質疑のある方は御発言をお願いいたします。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので１点だけ、市長選挙と市議会議員の選挙で減額が

出たんだけど、当初、立候補予定は何名をされておったんですか、予算に基づき。 
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○竹平総務課長  立候補予定者、たしか５人で当初予算を計上させていただいて

おったと思います。あと、市議選につきましては１８人だと思うんですけれども、

正確には、今、手元にないので。 

○南委員長  また後でもいいですので。 

○竹平総務課長  よろしいでしょうか。 

○南委員長  ありがとうございます。 

 それでは、議案１７号の審査は終了いたします。 

 引き続き、議案第１２号、令和４年度尾鷲市一般会計予算の議決についての総務

課所管分の説明をお願いいたします。 

○竹平総務課長  それでは、議案第１２号の令和４年度尾鷲市一般会計予算の議

決について御説明させていただきます。 

 まず、歳入につきましては、予算書の２２、２３ページを御覧ください。 

 通知をさせていただきます。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、１目総務使用料、本年度予算額１１４万

１,０００円のうち総務課分は、説明欄にあります行政財産使用料総務課７６万５,

０００円で、主な貸付物件は、職員組合事務所、職員互助会売店使用料、庁舎ロビ

ーに設置の避難所等の案内板、共同キャッシングサービスボックスなどでございま

す。 

 ２８、２９ページを御覧ください。 

 １５款県支出金、１項県負担金、１目総務費県負担金、本年度予算額１１２万１,

０００円、１節総務管理費負担金の特例事務処理交付金は、鳥獣の保護及び管理並

びに飼養の適正化に関する法律など、権限移譲に伴う事務処理に対する交付金でご

ざいます。 

 ３６、３７ページを御覧ください。 

 ２０款諸収入、５項雑入、１目雑入、２節総務費雑入のうち総務課分は、１,６

６９万３,０００円で、給与計算等に係る水道事業会計負担金３４万円から生活年

金プラン事務費、互助会館と共同キャッシングサービスボックス電気使用料及び国

民健康保険事業など、特別会計と水道、病院の事業会計のシステム利用負担金６９

５万４,０００円までと、公文書コピー代、三重大学連携室インターネット回線使

用料、避難所等案内板電気使用料、派遣職員人件費８３８万２,０００円と一番下

に記載の自動販売機電気使用量が総務課分でございます。 

 続きまして、歳出を説明させていただきます。 
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 人件費につきましては、全ての費目にまたがりますので、別紙資料にて御説明さ

せていただきます。 

 資料の３ページを御覧ください。 

 通知をさせていただきます。 

 この資料は、１款の議会費から９款の教育費までの一般会計と国保、後期高齢、

特別会計ごとに目別の給料、職員手当等について記載をさせていただいております。 

 表内の職員数の増減は、前年度当初との比較で、退職者と新規採用職員との差引

き、異動等によるものでございます。 

 まず、給料でございますが、一般会計、特別会計の合計で６億８,１６０万６,０

００円となり、前年度と比較しますと９９０万３,０００円の増額となっておりま

す。これは休職者の復職２名及び退職職員と新規採用職員との差引き１名による要

因及び定期昇給等によるものでございます。 

 次に、職員手当でございますが、児童手当を除く本年度予算額は、４億２,７４

１万６,０００円で、前年度と比較しますと２,４４５万７,０００円の増額となっ

ております。 

 内訳としましては、期末勤勉手当は２億７,０６３万６,０００円で、人事院勧告

による０.１５月分の引下げ等もあり、昨年度比較では５２８万６,０００円の減額、

時間外勤務手当は３,７２５万８,０００円で、昨年度との比較では選挙経費の減に

より１８６万５,０００円の減額、退職手当は６,９１５万９,０００円で、退職者

が一般職の昨年度より２名の増及び教育長分など、３,００２万４,０００円の増額

が主な要因でございます。 

 また、共済費につきましては、今年度予算額は２億１,２９４万９,０００円で、

前年度と比較して４２９万１,０００円の増額となっております。 

 次のページをお願いいたします。 

 会計年度の任用職員の人件費でございます。 

 １款の議会費からこれも９款の教育費までの目別の報酬、給料、職員手当等につ

いて記載をさせていただいております。 

 表内の職員数の増減は、前年度当初との比較で、ふるさと納税、個人番号カード

交付事業、部活動指導員、学びのサポーターなど、全体として４名の増員となって

います。 

 ４款清掃費、５款山林管理費の２節給料は、環境課、水産農林課作業員９名分、

教育事務職員１名分でございます。 
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 １節報酬１億８,６５２万１,０００円、２節給料２,５７７万１,０００円、３節

諸手当、４節共済費、合計で２億９,２２４万９,０００円で、前年度と比較します

と５２３万７,０００円の増額となっております。 

 なお、本委員会所管の予算の中で、人件費につきましては総務課において一括し

て予算計上させていただいておりますので、各課における人件費の内容につきまし

ては割愛とさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、人件費以外の総務課に係る予算について御説明をさせていただきま

す。 

 予算書の４４、４５ページを御覧ください。 

 通知もさせていただきます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、本年度予算額７億６,７５５万

７,０００円、前年度と比較して５,４７０万円の増額となっております。 

 この主な要因として、総務課分としては、退職手当等の増額で３,７４５万２,０

００円の増額。人事管理経費と情報化推進事業で１,５６９万４,０００円の減額が

主なものでございます。 

 財源内訳といたしましては、国県支出金として２０９万円のうち基礎年金事務費

交付金７５万５,０００円、その他特定財源としてシステム利用負担金６９５万４,

０００円ほか、電気使用料１９万８,０００円でございます。 

 ４５ページ下の人事管理経費の７２９万２,０００円で、前年度と比較しますと

４１１万３,０００円の減額となっております。 

 主な支出といたしましては、１節報酬５万円で、職員採用試験面接官の報酬でご

ざいます。 

 次に、８節旅費５８万５,０００円は、職員採用試験面接官旅費３万３,０００円、

水産庁に派遣している職員の帰還に伴う特別旅費及び人事交流に伴う特別旅費が２

３万９,０００円、災害被災地派遣旅費が３１万３,０００円となっております。こ

の災害被災地派遣旅費につきましては、災害等において被災した自治体から応援要

請があった場合の職員派遣旅費で、職員２名、７泊８日で計上をさせていただいて

おります。 

 次に、次ページになりますが、１２節委託料２１４万２,０００円は、主に職員

の健康診断委託料１７１万円、１３節使用料及び賃借料３７５万８,０００円は、

人事交流による公舎借上料１７９万１,０００円と人事給与システムクラウド利用

料１９６万７,０００円でございます。 
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 職員研修事業費３４万６,０００円は、１１節役務費の自動車の安全運転に係る

技能講習会受講のほか、１２節委託料は２２万円を計上しております。 

 １８節負担金、補助及び交付金１万８,０００円は、研修参加負担金でございま

す。 

 次に、総務一般管理費３,９１３万５,０００円は、前年度と比較しますと２６４

万４,０００円の増額ですが、この主な要因は、本年度において車両１台を購入予

定としているものでございます。 

 主な支出といたしましては、７節報償費４８万円は顧問弁護士に対する報償費で

ございます。 

 １０節需用費６４４万５,０００円は、条規類集等、書籍の追録代、印刷用紙代

等の消耗品費１２０万円、公用車ガソリン代４４２万円、公用車の修繕料８２万５,

０００円でございます。 

 １１節役務費３９２万３,０００円の主なものは、庁舎電話代等の通信運搬費３

６０万円であります。 

 １２節委託料２,１８３万１,０００円の主なものは、条規類集データベースシス

テム委託料３０４万７,０００円、公用車集中管理業務委託料１,３２０万３,００

０円、文書管理システム運用保守業務委託料２６１万４,０００等でございます。 

 次ページの１３節使用料及び賃借料４３９万６,０００円は、複合機使用料のほ

か、有料道路通行料３２４万円が主なものでございます。 

 １７節備品購入費２０６万円は、公用車普通自動車１台の購入を予定しておりま

す。買換え予定車につきましては、平成２３年８月に購入の２８万キロを走行して

おります。 

 次に、情報化推進事業の７,０５５万６,０００円は、前年度と比較しますと１,

１５８万１,０００円の減額ですが、これは令和３年度に財務会計システムの更新

業務が完了したことが主な要因でございます。 

 主な支出といたしましては、１２節委託料３,７０６万１,０００円、これは庁内

システムサポート保守委託料３,４２０万８,０００円、番号制度対応システム改修

委託料１４８万５,０００円が主なものでございます。 

 １３節使用料及び賃借料２,８３０万２,０００円は、インターネット使用料３２

７万４,０００円、総合住民情報システム借上料６０８万５,０００円、パソコン２

７５台のリース料２５１万６,０００円ほか、システムのクラウド化に伴う総合住

民情報システムクラウド環境移行機器借上料７３０万５,０００円、財務会計シス
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テム利用料３５６万４,０００円、総合住民情報システムのデータセンター利用料

３８４万５,０００円が主なものでございます。 

 １７節備品購入費は、端末機器５台の購入予定としております。 

 １８節負担金、補助及び交付金３８９万５,０００円は、国と自治体をつなぐ中

間サーバーの維持負担金３１０万１,０００円及び三重県セキュリティクラウド負

担金７６万１,０００円でございます。 

 次に、情報公開５９万２,０００円は、情報公開個人情報保護及び行政不服審査

会に係る経費で、主なものといたしましては、１節報酬２５万円、８節旅費３３万

４,０００円を計上しております。 

 次に、庁舎管理経費の２,２５５万４,０００円は、１０節需用費が１,０１０万

５,０００円で、庁舎の光熱水費８０２万８,０００円及び修繕料１７０万８,００

０円が主なものでございます。 

 １１節役務費１８２万４,０００円は、庁舎の浄化槽保守点検業務１７５万円が

主なものでございます。 

 １２節委託料９８２万２,０００円は、自家用電気工作物保安業務委託料２７万

６,０００円ほか、庁舎の警備業務委託料８０６万７,０００円が主なものでござい

ます。 

 次に、５４ページ、５５ページを御覧ください。 

 通知をさせていただきます。 

 いじめ問題調査委員会費１７万３,０００円ですが、これは尾鷲市子どものいじ

めの防止等に関する条例にあります尾鷲市いじめ問題調査委員会の委員報酬と旅費

でございます。 

 本委員会は、重大事態への対処として、いじめ問題対策連絡協議会、いじめ問題

対策会議を経て学校、または学校設置者が行った調査に対して再調査を弁護士や心

理福祉の専門家が行うものとなっております。 

 次に、６２、６３ページを御覧ください。 

 通知をさせていただきます。 

 ８目公平委員会費、本年度予算額１５万５,０００円、前年度と比較しますと１

３万４,０００円の減額となっております。 

 この要因としては、昨年度は輪番制により三重県公平委員会連合会の会長市であ

ったため、全国公平委員会連合会総会の参加に係る参加者負担金などの経費を計上

していたためでございます。 
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 本年の主な支出といたしましては、３名の委員報酬９万９,０００円と東海支部

総会・研修会への出席に係る負担金２万円でございます。 

 次に、７２、７３ページを御覧ください。 

 通知をさせていただきます。 

 １４目諸費、総務管理費負担金１２７万円のうち、総務課分といたしましては８

万７,０００円で、上から三重県安全運転管理協議会会費１万３,０００円、安全運

転管理者講習会会費１万８,０００円、紀北自家用自動車協会会費５,０００円、平

和首長会議メンバーシップ納付金２,０００円、三重県自治研修センター年会費４

万円、三重県社会保険協会会費９,０００円まででございます。 

 次に、第２条第２表の債務負担行為について御説明をさせていただきます。 

 １０ページになります。 

 通知をさせていただきます。 

 総務課分の債務負担行為としては、圧着機器のメールシーラー保守業務委託料、

それと庁内ＤＮＳ・メールサーバー及びメインスイッチ更新機器借上料、総合住民

情報システムクラウド環境移行機器借上料の３本で、期間及び限度額は記載のとお

りとなっております。 

 庁内ＤＮＳ・メールサーバー及びメインスイッチ更新機器借上料につきましては、

庁内ネットワークシステムについてネットワークの安全性を確保するため、昨年度

に債務負担行為を計上させていただいたものでございます。 

 次に、選挙管理委員会経費を説明させていただきます。 

 まず、歳入の説明をさせていただきます。 

 ３２ページ、３３ページを御覧ください。 

 １５款県支出金、３項委託金、１目総務費委託金、３節選挙費委託金２,３１０

万２,０００円は、在外選挙特別経費委託金１,０００円と参議院議員選挙執行委託

金１,９５９万６,０００円と三重県議会議員選挙執行委託金３５０万５,０００円

でございます。この在外選挙特別経費委託金は、在外選挙人名簿登録者の内容変更

に伴う事務手数料でございます。 

 続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

 ７８、７９ページを御覧ください。 

 ２款総務費、４項選挙費、１目選挙管理委員会費、本年度予算額１３８万７,０

００円でございます。 

 事務局経費の主なものは、１節報酬の６３万８,０００円、委員長はじめ４名の
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年額報酬で、８節旅費４５万８,０００円は、本年度、全国市区連合会会計監査市

であり、東京及び札幌で開催される理事会等の出席旅費でございます。 

 １０節需用費２１万４,０００円は、選挙法令書籍の追録代が主なものでござい

ます。 

 １８節負担金、補助及び交付金６万２,０００円は、所属する団体等に対する負

担金で、各記載のとおりでございます。 

 次に、次ページ、２目三重県議会議員選挙費３５０万５,０００円は、三重県議

会議員の任期が令和５年４月２９日で満了となることから、令和４年度中に執行さ

れる三重県議会議員選挙に係る経費でございます。 

 主な支出といたしましては、１節報酬２７万６,０００円は、選挙準備期間に採

用する会計年度任用職員などに支払われる報酬でございます。 

 ７節報償費の１０万円は、掲示板設置に係る謝礼でございます。 

 １０節需用費の１１１万４,０００円は、消耗品費６１万１,０００円が主なもの

でございます。 

 １１節役務費の９２万２,０００円の主なものは、通信運搬費８１万８,０００円

で、１７節備品購入費８３万９,０００円は、投票用紙交付機２台ほか、机等の備

品購入の予定でございます。 

 次に、３目参議院議員選挙費１,９５９万６,０００円は、参議院議員の任期が令

和４年７月２５日で満了となることから、令和４年度中に執行される参議院議員選

挙に係る経費でございます。 

 主な支出といたしましては、１節報酬１９３万円は、投票立会人、開票立会人、

選挙期間内に採用される会計年度任用職員などに支払われる報酬でございます。 

 ７節報償費の１０万円は、掲示板設置に係る謝礼でございます。 

 １０節需用費の１６８万円は、消耗品費１０７万７,０００円が主なものでござ

います。 

 １１節役務費の２１０万１,０００円の主なものは、通信運搬費９８万２,０００

円ほか、選挙公報配布手数料４０万円、分類機支援手数料３７万４,０００円でご

ざいます。 

 次ページの１２節委託料の１２４万円は、選挙ポスターの掲示に係る費用でござ

います。 

 １３節使用料及び賃借料の５５６万９,０００円は、個人演説会の会場の借り上

げ料２２万６,０００円のほか、洋上投票用ファクス借上げに係る５２０万円でご



－３６－ 

ざいます。 

 １７節備品購入費７２万６,０００円は、投票用紙分類機スタッカー増設機器の

購入費用でございます。 

 以上で総務課及び選挙管理委員会に係る令和４年度当初予算の説明を終わらせて

いただきます。 

○南委員長  ありがとうございます。 

 ここで昼食のため休憩をいたします。再開が午後１時１５分からといたします。 

（休憩 午前１１時５７分） 

（再開 午後 １時１４分） 

○南委員長  休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 総務課より債務負担行為補正のほうの説明をお願いいたします。 

○竹平総務課長  第２条第２表の債務負担行為補正で、先ほど１点漏らしており

ました。すみません。 

 よろしいでしょうか。 

 三重県議会議員選挙事務費、令和５年度、１６２万６,０００円を限度額として

定めるものでございます。これにつきましては、役務費の交付機の計数手数料ほか、

委託料として選挙ポスターの掲示設置に伴う費用でございます。 

 以上でございます。 

 それと、あと、先ほど質問がございました、令和３年度の当初のときの投票の予

定数でございますが、市長選については４名で計上を予定しておりました。それと

市議選につきましては１８名ということで反映させていただきました。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 それでは、議案第１２号の令和４年度尾鷲市一般会計予算の議決についての審査

に入りたいと思います。 

 御質疑のある方、御発言をお願いいたします。 

○小川委員  素朴な疑問です。笑わないでください。 

 ８１ページ。参考までにお聞かせ願いたいんですけれども、参議院選挙と三重県

議会選挙、時間外手当というのが結構な差があるんですね。６２３万とか、あとは

県会の場合２２万。これはどういうふうに理解すればよろしいんでしょうか。 

○下村副市長  三重県議会議員選挙は、３月と４月にまたがるということで、４

年度と５年度にまたがるということで、４年度予算は３月分まで、いわゆる期日前
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投票云々の時間外が４年度当初に上げて、債務負担行為が取ってある５年度、いわ

ゆる投票日については５年度の予算になると。 

○竹平総務課長  三重県議会議員の任期なんですけれども、令和５年の４月２９

日ですので、それに伴って令和４年度に再度そういったことで当初予算のほうで、

令和５年度になりますけれども、当初予算の説明には時間外が計上されることにな

ると想定しております。 

○小川委員  それじゃ、７５ページ。中段のほうの土地鑑定評価業務委託料５８

４万６,０００円、これ、前年度に比べると１５１万ぐらい安くなっていると思う

んですけど、それともう一点、総合住民情報システム改修業務委託料、これはかな

り安くなっていると思うんですけど、これは入札関係でこうなったんですか。 

○竹平総務課長  まず、土地鑑定評価業務委託料につきましては、いずれにして

もここの委託料につきましては、課税で賦課事務費でございますので、税務課にな

るかと思います。 

○南委員長  税務課のほうね。 

○小川委員  さっき説明したやつじゃなかった、これは。分かりました。 

○南委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、議案第１２号の総務課の審査を終了いたします。 

 その他の報告、もうなかった。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  じゃ、ありがとうございました。 

（発言する者あり） 

○南委員長  暫時休憩します。 

（休憩 午後 １時１９分） 

（再開 午後 １時２０分） 

○南委員長  それでは、政策調整課の付託議案、３本ありますけれども、まず１

７号の補正予算のほうから説明をお願いいたします。 

○三鬼政策調整課長  どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１７号、令和３年度尾鷲市一般会計補正予算（第１６号）の議

決についてのうち、政策調整課に係る予算について御説明申し上げます。 

 まず、補正予算説明書の７ページを御覧ください。よろしくお願いいたします。 
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 通知させていただきましたのが、まず、債務負担行為補正の変更といたしまして、

尾鷲市コミュニティバス尾鷲地区及び須賀利地区指定管理料の令和４年度限度額、

既にお示ししてあるものを１,７９９万７,０００円に変更するものでございます。

これは入札による変更でございます。 

 続きまして、補正予算説明書の２６、２７ページを御覧ください。 

 通知します。 

 こちらは、２款総務費、１項総務管理費、５目企画費７,０００円の財源更正で

ございます。これは、財源更正として活性化基金運用収入、これを財源に充てたた

めの財源更正でございます。これは補正の説明でございます。 

 補正については以上でございます。 

○南委員長  説明は以上でございます。 

 御質疑ある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ありがとうございます。 

 ないようですので、引き続きまして議案第１２号、当初予算の説明をお願いいた

します。 

○三鬼政策調整課長  では、続きまして、議案第１２号、令和４年度尾鷲市一般

会計予算の議決についてのうち、政策調整課に係る予算について御説明を申し上げ

ます。 

 なお、説明に当たりましては、当予算書、また、主要施策の予算概要について併

せて御説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 予算書のまず２２、２３ページを御覧ください。 

 通知いたします。 

 歳入についてから順に説明をさせていただきます。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、１目総務使用料、１節総務管理使用料の

うち、説明欄上から５行目でございますが、移住体験住宅使用料６万円は、九鬼町

にあります移住体験住宅みやかの使用料を見込んでおります。 

 続きまして、移りまして２６、２７ページを御覧ください。 

 通知します。 

 １４款国庫支出金に移ります。２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１節総

務費補助金のうち当課に係る分は、説明欄の地域公共交通確保維持改善事業費補助

金１２１万２,０００円で、これはコミュニティバス尾鷲地区、須賀利地区に対す



－３９－ 

る補助金であります。 

 なお、ハラソ線、八鬼山線は、事業者へ直接交付されるものでございます。 

 次に、４行目の地方創生推進交付金は、総額５２０万２,０００円で、このうち

１３２万７,０００円が当課の定住移住促進事業へ、また、５０万円が広報等発行

事業等へ充当されるものでございます。 

 次に、３０、３１ページを御覧ください。 

 通知いたします。 

 １５款県支出金、２項県補助金、１目総務費県補助金、１節総務費補助金のうち、

三重県南部地域活性化事業補助金３９１万８,０００円は、定住移住促進事業へ９

１万８,０００円とおわせＳＥＡモデル協議会負担金へ３００万円が充当されます。 

 続いて、電源立地地域対策交付金（水力枠）５７４万６,０００円は、４款の衛

生費のじんかい収集車購入費に充当される予定でございます。 

 また、三重県移住支援事業補助金７５万円については、首都圏から尾鷲市への移

住を支援する尾鷲市移住支援補助金に充当されます。 

 次に、３２、３３ページを御覧ください。お願いいたします。 

 ３項委託金、１目総務費委託金、４節統計調査費委託金８３万円は、指定統計調

査５件に対する委託金でございます。 

 続きまして、１７款寄附金、１項寄附金、１目総務費寄附金、１節総務管理費寄

附金３億５,０００万円は、ふるさと応援寄附金でございます。 

 次に、３６、３７ページを御覧ください。お願いいたします。 

 ２０款の諸収入に移ります。 

 ５項の雑入、１目雑入、２節総務費雑入のうち、説明欄の下から５行目を御覧く

ださい。広告事業収入６万円は、広報おわせに掲載する企業広告費等でございます。 

 次いで、下から３行目、おわせＳＥＡモデル協議会事業負担金２００万円は、同

協議会に対する２社、中部電力様と尾鷲商工会議所様からの負担金でございます。 

 以上が当課に係る歳入の説明でございます。 

 次に、歳出を説明させていただきます。 

 予算書５０ページ、５１ページを御覧ください。 

 通知いたします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、秘書事務経費は２６２万５,０

００円で、前年度に比べて２４万８,０００円の減額。財源は一般財源でございま

す。 
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 内訳の主なものは、都市圏への要望活動等をはじめ、各地で開催されている尾鷲

高校鷲友会、三重県人会や東海市長会などの旅費が１３２万４,０００円のほか、

交際費が５５万円、負担金として市長会関係負担金が６０万８,０００円でござい

ます。 

 次のページ、お願いいたします。 

 行財政改革推進事業でございます。 

 これは、１４万円で、財源は一般財源でございます。 

 内訳の主なものは、委員報酬８万６,０００円で、行財政改革推進会議２回分の

報酬費を見込んでおります。 

 次に、ふるさと納税事業１億９,０８２万６,０００円で、前年度に比べて２,９

７６万８,０００円の増額で、財源はふるさと応援寄附金が１億５,４００万円、残

りは一般財源でございます。 

 前年度予算額と比較して、増額の主な要因は、目標寄附額を３億５,０００万円

と定め、それに対応する返礼品費用や各種経費の増であります。 

 この内容につきましては、ただいまから主要施策の予算概要にのっとり担当参事

から詳細を御説明させていただきます。よろしくお願いいたします。 

○西村政策調整課参事  内訳は、８節旅費２１万５,０００円は市街でのＰＲ活動

のための一般旅費で、各地で開催される尾鷲高等学校鷲友会及び都市部で行うＰＲ

活動への参加旅費であります。 

 １０節需用費１２１万２,０００円は、ふるさと納税ＰＲ用品や封筒等に係る消

耗品費であります。 

 １１節役務費３,４２７万２,０００円は、通信運搬費やふるさと納税指定納付事

務等手数料であります。 

 １２節委託料１億５,４１１万円は、返礼品の調達等に係る委託料であります。

費用の積算については、寄附金の４４％で積算しております。 

 １３節使用料及び賃借料１０１万７,０００円は、ふるさと納税管理システムサ

ーバー使用料などでございます。 

 ここで、主要施策の予算概要より説明させていただきます。 

 それでは、ふるさと納税事業でございます。 

 それでは、主要施策予算概要の１０ページを御覧ください。 

 通知いたします。 

 ふるさと納税事業について説明させていただきます。 



－４１－ 

 事業の目的としましては、尾鷲市が応援したい地域、魅力ある地域として情報発

信することにより、本市を知るきっかけをつくり、さらに返礼品を通じ市内事業者

の商品ＰＲや事業拡大につなげることでふるさと納税寄附増加を促進し、さらには

関係人口を創出することを目的としております。 

 事業内容としましては、積極的にふるさと納税を受け付けるため、既存のポータ

ルサイトふるさとチョイス楽天に加え、新たにふるなびを導入することで寄附者の

受皿を広げ、市内返礼品出品事業者と共に魅力ある尾鷲ならではの返礼品をつくり

上げ、魅力発信を行ってまいります。 

 また、前年度寄附者に対する尾鷲市感謝企画、おわせ港まつり招待などを通じ、

ふるさと納税から始まる関係人口創出につなげてまいります。 

 事業費の内訳につきましては、委託料１億５,４１１万円、役務費３,４２７万２,

０００円で、財源内訳はその他特定財源ふるさと応援基金１億５,４００万円、一

般財源３,６８２万６,０００円であります。 

 以上で、ふるさと納税事業についての説明を終わらせていただきます。 

○三鬼政策調整課長  続きまして、予算書の５５ページにお戻りください。 

 通知いたします。 

 次に、２目文書広報費でございます。２,０６９万９,０００円で、財源内訳は、

その他として広告事業収入６万円、５０万円が地方創生推進交付金、６６９万８,

０００円がふるさと応援基金繰入金、残りは一般財源でございます。 

 広報等発行事業の主なものは、需用費の印刷製本費６２９万円は広報おわせの月

１万２００部の印刷代、役務費の広報配布手数料が４７０万４,０００円、委託料

として尾鷲市ホームページリニューアル業務委託料が７６９万８,０００円、また、

使用料及び賃借料としてホームページに係るクラウドシステム利用料が１３１万４,

０００円でございます。 

 ここで、主要施策の予算概要により担当係長から詳細を御説明いただきます。 

○小川政策調整課係長  それでは、主要施策の予算概要の１１ページを御覧くだ

さい。 

 通知いたします。 

 広報・広聴事業について御説明させていただきます。 

 まず、広報事業としましては、広報おわせ、ホームページ、エリアワンセグ、ツ

イッターやライン等のＳＮＳなど、各媒体の特色を生かし、行政情報を分かりやす

く効率的、効果的に提供していきます。特に令和４年度におきましては、市政情報
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発信のメインツールである市ホームページのリニューアルを行い、利用者にとって

便利で分かりやすく探しやすい、また、本市の魅力が伝わるようなホームページを

目指してまいります。 

 次に、広聴事業としましては、市民懇談会や市長への手紙など、広聴の機会の充

実に努めてまいります。 

 説明は以上でございます。 

○三鬼政策調整課長  それでは、予算書５６、５７ページにお戻りください。よ

ろしくお願いいたします。 

 ５目の企画費でございます。本年度予算額は１億２,８４５万円で、前年度より

５５９万１,０００円の減額で、財源内訳は、三重県南部地域活性化事業補助金を

はじめとする国県支出金が７２１万７,０００円、その他としておわせＳＥＡモデ

ル協議会事業負担金などが２１１万円、残りが一般財源でございます。 

 企画振興事業は、６６９万３,０００円でございます。内訳は、尾鷲市地方創生

会議に係る委員への報酬と旅費のほか、負担金としておわせＳＥＡモデル協議会負

担金６００万円が主なものでございます。 

 ここで、主要施策の予算概要により担当課長補佐から御説明申し上げます。 

○濵田政策調整課長補佐兼係長  それでは、主要施策の予算概要１２ページを御

覧ください。 

 おわせＳＥＡモデル事業について説明させていただきます。 

 事業の目的につきましては、主要施策の予算概要に記載のとおりであります。 

 事業内容につきましては、県の南部地域活性化基金を活用し、おわせＳＥＡモデ

ル協議会において企業誘致、事業誘致に結びつけるための具体的な事業検討を進め

るに当たり、本市が県に対しての申請者となることから、協議会に対し当該事業に

係る負担金を支出するものであります。 

 具体的には、跡地を活用したイベントや企業への事業提案など、集客交流人口の

増加につなげるための施策の調査、検討や海藻類、エビ類陸上養殖に係る実証実験

や企業への意向調査での費用であります。 

 事業費総額は、県の南部地域活性化基金補助対象上限額である６００万円であり、

その財源内訳は、２分の１が県支出金３００万円、おわせＳＥＡモデル協議会会員

である中部電力と尾鷲商工会議所からそれぞれ１００万ずつ、一般財源が１００万

であります。 

 説明は以上となります。 
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○三鬼政策調整課長  予算書５６、５７ページにお戻りください。お願いいたし

ます。 

 次に、交通体系関係事務経費でございます。６,６７７万６,０００円。主なもの

として委託料の自主運行バス運行委託料４,２２５万２,０００円は、ふれあいバス

八鬼山線及びハラソ線の運航業務委託料、尾鷲市コミュニティバス指定管理料１,

７９９万７,０００円は、同じくふれあいバスの尾鷲地区及び須賀利地区の指定管

理料であり、それぞれさきの定例会において債務負担行為として計上させていただ

いた分でございます。今回の変更も含みます。 

 次ページ、お願いいたします。 

 負担金、補助及び交付金に移ります。 

 尾鷲市地域公共交通活性化協議会負担金７４万６,０００円、また、地域間幹線

系統確保維持費補助金４６７万３,０００円が主なものでございます。 

 ここで、主要施策の予算概要により担当課長補佐から御説明申し上げます。 

○濵田政策調整課長補佐兼係長  それでは、主要施策の予算概要の１３ページを

御覧ください。 

 交通体系関係事務経費について説明させていただきます。 

 事業目的につきましては、主要施策の予算概要の記載のとおりであります。 

 事業内容につきましては、市内の地域公共交通について尾鷲市地域公共交通活性

化協議会で協議するとともに、主にふれあいバス４路線、八鬼山線、ハラソ線、尾

鷲地区、須賀利地区のバス運行を行うものであります。 

 事業費総額は、６,６７７万６,０００円であり、その財源内訳は、国庫支出金１

２１万２,０００円、一般財源が６,５５６万４,０００円となっております。 

 説明は以上です。 

○三鬼政策調整課長  予算書５８、５９ページにお戻りください。お願いいたし

ます。 

 次に、広域事務経費１９７万７,０００円でございます。これは、東紀州地域振

興公社が東紀州５市町と連携で実施する産業、観光活性化事業などへの当市の負担

金でございます。 

 次に、国際交流事業は、尾鷲市国際交流協会への補助金５万円の計上でございま

す。 

 続いて、総合計画進行管理事業は、第７次尾鷲市総合計画の進行管理を行う経費

で１７万円でございます。 
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 １１節役務費の通信運搬費１４万６,０００円は、計画的で効率、効果的な行政

運営を図るため、総合計画における施策の成果、進捗状況などを確認するための市

民アンケートに係る郵送料でございます。 

 次に、地域創生関係事務経費は３５万８,０００円でございます。 

 事業内容としては、東京おわせ会や各鷲友会の方々と双方向に情報発信、交流を

行うことで、おわせ応援団の拡大を目指すものでございます。 

 主なものとしては、８節旅費２５万２,０００円は東京おわせ会総会、役員会へ

の参加旅費等でございます。 

 続きまして、定住移住促進事業は６３６万円でございます。 

 主なものとしては、次のページを御覧ください、委託料２００万円でございます。 

 これは、後ほど御説明がありますが、地域との多様な関わり創出業務委託料とし

て、都市住民と地域をつなぐ人材拠点づくりや交流ウェブサイトの構築などを通し

て、関係人口づくりと新しい人の流れをつくる事業でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金２２６万円のうち空き家バンク利用促進助成金８

０万円は、空き家バンクに登録していただいた所有者に対する家財道具等の処分や

清掃に関する補助金で上限４万円の２０件分、尾鷲市移住支援補助金１００万円は

首都圏からの移住者に対する支援補助金でございます。 

 この定住移住促進事業は、三重県南部地域活性化事業補助金、地方創生推進交付

金、三重県移住支援事業補助金等を活用しております。 

 それらを含めて、主要施策の概要に基づき、担当係長から詳細を御説明申し上げ

ます。 

○野田政策調整課係長  それでは、主要施策の予算概要１４ページを御覧くださ

い。 

 定住移住促進事業について御説明させていただきます。 

 事業の目的は、これまでの移住促進の取組に加えて、多様な生活スタイルやニュ

ーノーマルにも対応した定住移住を促進し、新しい人の流れを創出していくことを

目的としております。 

 事業の内容としましては、定住移住の推進として、地域おこし協力隊と連携しな

がら、ワンストップ移住相談窓口、移住体験住宅、国、県と連携した東京圏からの

条件付移住に対する移住支援など、移住サポートの充実を図るこれまでの取組を地

方創生推進交付金を活用し、引き続き実施していきます。 

 若者の働き方・働く場創出プロモーション事業では、地域での働き方や仕事体験
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に加えて、テレワークなどのニューノーマルな働く場にクローズアップした情報発

信を有料サイトを活用し行うとともに、仕事体験などの体験プログラムで訪れた方

への滞在場所の確保、マイカーを持たない方や公共交通機関で来られた方の移動手

段として、県内レンタカー事業者とシェアリングカーの実証実験を行うなどの受入

れ態勢構築について、三重県南部地域活性化基金事業を活用し、進めてまいります。 

 地域との多様な関わり創出事業では、令和３年度に関係人口を創出していくため

に構築を進めた関係人口サイトや関係案内所を本格的に稼働させ、観光客やふるさ

と納税寄附者に対し、地域と関わりを持つことができる参加型プロジェクトや交流

促進を進めてまいります。 

 本事業は、地方創生推進交付金を活用した３か年事業の最終年度となります。事

業費、予算額につきましては、６３６万円で、財源内訳は、国庫支出金として地方

創生推進交付金が１３３万７,０００円、県支出金は三重県南部地域活性化事業補

助金１６６万８,０００円、その他特定財源として移住体験住宅使用料６万円、残

り３２９万５,０００円が一般財源でございます。 

 以上です。 

○三鬼政策調整課長  それでは、予算書６１ページにお戻りください。お願いい

たします。 

 地域おこし協力隊事業４,６０６万６,０００円でございます。 

 これは、協力隊への報償費が２,４３３万６,０００円、協力隊活動費補助金など

が１,６７５万円でございます。なお、協力隊に関する事業費は、特別交付税によ

り全額措置されるものでございます。 

 これにつきましても担当係長より主要施策に基づき御説明をさせていただきます。 

○野田政策調整課係長  それでは、主要施策予算概要の１５ページを御覧くださ

い。 

 地域おこし協力隊事業について説明させていただきます。 

 事業の目的としましては、外部人材を活用し、地域課題の解決や地域の活力づく

りを進めることで、地域と外部人材が一緒につくる活力あるまちづくりの好循環を

目指すことを目的としています。 

 令和４年度の地域おこし協力隊の配置につきましては、九鬼町１名、これは継続

３年目になります。三木里町１名、三木里町については、既に今年度選考が終了し

ておりますが、着任は令和４年６月の予定です。三木浦町１名、こちらは令和４年

度新規配置予定です。向井地区１名、こちらにつきましても３月に選考面接を予定
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しております。ＳＮＳによる地域の魅力発信１名、こちらは継続２年目となります。

ふるさと納税をきっかけとした関係人口づくり１名、こちらも継続２年目となりま

す。 

 定住移住の促進については、令和４年度途中で任期満了隊員２名、その後任とし

て新規で２名、昨年１０月に着任した継続の隊員１名、欠員に伴い今年３月１日に

着任した継続隊員の１名の６名で、任期満了する隊員、継続の隊員、新規導入の隊

員の合計は１２名の予定であります。 

 次に、地域おこし協力隊募集活動については、全国の自治体が募集を行っている

こともあり、新規隊員の募集は大変厳しい状況でありますが、募集情報の発信に加

えて、当市のＯＢ隊員や現役の隊員と連携した現地見学会や協力隊体験会など、本

市の隊員と実際に会って活動や内容、魅力を知っていただけるイベントなどを実施

し、新規隊員の募集を進めていきます。 

 事業費の内訳につきましては、総務省の定める地域おこし協力隊設置要綱に準じ

て、隊員の活動報償費２,４３３万６,０００円、活動費補助金１,６７５万円、起

業支援補助金３００万円、募集経費１９８万円の合計４,６０６万６,０００円です。

全て一般財源でございます。 

 以上で地域おこし協力隊事業の御説明を終わらせていただきます。 

○三鬼政策調整課長  次に、予算書６４、６５ページを御覧ください。お願いい

たします。 

 １０目の男女共同参画費でございます。 

 これは２５万３,０００円で、財源は一般財源でございます。 

 新年度におきましても尾鷲高校及び三重県男女共同参画センターフレンテみえの

御協力の下、同校における男女共同参画セミナーの開催を行うほか、男女共同参画

連携映画祭など、広報活動も実施したいと考えております。 

 次に飛びまして、８２、８３ページを御覧ください。 

 通知いたします。 

 ５項統計調査費でございます。１目統計調査総務費のうち、一般統計事務経費は

９万３,０００円の計上で、尾鷲市統計書作成等に係る経費でございます。 

 次に、２目指定統計調査事業は７８万円で、指定統計５件に要する費用でござい

ます。 

 これに関しましても担当係長から主要施策を申し上げます。 

○小川政策調整課係長  それでは、主要施策の予算概要の２０ページを御覧くだ
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さい。 

 統計調査事業について説明させていただきます。 

 事業内容として、まず一般統計事務経費につきましては、毎年発行しております

土地、人口、経済、社会、文化などの幅広い分野にわたる本市の主要かつ基礎的な

統計資料である令和４年度版尾鷲市統計書を作成するものでございます。 

 次に、指定統計調査事業につきましては、所管省庁等から委託を受けている学校

基本調査など、５種類の統計調査を実施するものでございます。 

 事業費予算総額は８７万３,０００円で、その主な内訳は、調査員などの報酬と

して６１万１,０００円、調査に係る事務消耗品費１３万８,０００円となります。 

 また、財源内訳は、県支出金として指定統計調査に係る統計調査費委託金が７８

万円、残り９万３,０００円が一般財源でございます。 

 説明は以上でございます。 

○三鬼政策調整課長  以上で、議案第１２号、令和４年度尾鷲市一般会計予算の

議決についての説明とさせていただきます。よろしく御審議いただき、御承認賜り

ますようお願いを申し上げます。ありがとうございました。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 当初予算の説明は以上でございます。 

 御質疑のある方、御発言をお願いいたします。 

○中村委員  ＳＥＡモデルの今までの活動の成果品って、何か出版物とか、あり

ますか。 

○三鬼政策調整課長  ＳＥＡモデル協議会におきましては、昨年も南部地域活性

化基金を活用して協議会に対して負担金を支払って活動しております。 

 それにつきましては、ＳＥＡ、主にＳとＡですけど、それぞれの取組をさせてい

ただいておりまして、それは協議会の中での総会を経て、議会にも御説明させてい

ただいたり、随時、議会には御説明させていただきながらしておりますが、成果物

と申しますと、例えば何か冊子になっているものがあるかということでしょうか。 

 特に総会資料として作成するものはございますが、成果物として特に製本化した

ものはございませんし、また、ホームページにおいても取組とかその内容につきま

しては、おわせＳＥＡモデル協議会のホームページがございますので、それにつき

ましても発表はさせていただいております。 

 以上でございます。 

○中村委員  ここに海藻類というか、エビとかの実証実験というのか、その試験
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もされているんですよね。これ、何年にわたってされていますか。 

○三鬼政策調整課長  確かに尾鷲商工会議所様を中心にまず海ブドウと言われる

藻類の実験から始まって、本格的には令和２年度から取り組みまして令和３年度と、

着実に試行錯誤を繰り返しながらしているのが現状でございます。 

 令和３年度には、バナメイエビにも取り組ませていただきまして、報道等にもお

披露目させていただいて、尾鷲水産試験場の天満のほうでも御協力いただきながら、

また、三重大学でも技術的な支援もいただきながら取り組んでいるのが現状でござ

います。 

○中村委員  それに対する予算というのか、幾らかけてどういう成果品が出てい

るのかというのはいつ分かりますか。 

○三鬼政策調整課長  令和３年度の取組におきましては、３年度までの実績を求

めながら、年度末、今年は令和４年４月の当初になってしまうんですけど、ＳＥＡ

モデル協議会の総会をまず開かせていただいて、そこで報告したものを後ほどまた

議会にも御報告させていただきたいというふうに順序は考えております。 

○中村委員  それは報告だけですか、それとも成果品として出される予定はあり

ますか。 

○三鬼政策調整課長  ＳＥＡでそれぞれ取り組んでいる内容は特色がございます。 

 まず、尾鷲市としては、現在は企業誘致も含めた発電所エリアをどう活用するか

というところを中心に取り組ませていただいています中、いろんな会社に何とか成

果品を活用しながら事業を発注しているものは報告をさせていただくものもござい

ますし、あと、商工会議所様が行っている養殖実験につきましてもその状況につい

ての報告をさせていただいた後、どういうものを成果物として例えばお示しするの

かですけど、取り組んできた内容をまず総会に示すことを第一に今進めております

ので、御理解ください。 

○中村委員  これって平成２８年からでしたっけ。 

○三鬼政策調整課長  協議会は平成３０年でございます。 

○中村委員  それ、毎年、この６００万ってかけられているんですか。 

○三鬼政策調整課長  三重県南部地域活性化基金の御協力をいただいているのは

令和２年度からで、おわせＳＥＡモデル協議会の取組としては、令和４年度で３年

目を迎える予定でございます。 

○中村委員  それまではもっと少ない予算でやられていたんですか。 

○三鬼政策調整課長  当初は少ない予算で取り組ませていただいていて、当初、



－４９－ 

グランドデザインを策定したときには、別の補助金を活用してしたと伺っておりま

すし、それも含めて、歩みを進めるごとに課題が見えてきて、課題を解決するため

には、実証実験とか、いろんな企業の御意見を聞きながら課題を解決してきました

ので、近年では令和２年度から３か年計画で今南部地域活性化基金の御支援をいた

だいております。 

○濵田政策調整課長補佐兼係長  先ほどの御質問がありました件につきましては、

以前は環境省の循環型共生圏のお金を直接協議会のほうで１０分の１０で受けさせ

ていただいておりまして、そちらのほうで導入の調査であるとか、企業への視察活

動をさせていただいておりますので、南部の基金のほうは後から県のほうが創設し

ていただいたというような形になっております。 

○中村委員  今、６００万の予算が３年でついて、１,８００万ぐらいになって、

実証実験とか、いろいろしていただいて非常にええことやと思うので、ぜひ、これ、

見える形で報告というのか、成果物として出していただけたらありがたいなと思い

ますので、よろしくお願いします。 

○濵田政策調整課長補佐兼係長  以前も御説明させていただいた、例えばサウナ

事業とかも県の南部地域活性化基金を活用させて取り組ませていただいた。それは

昨年の事業で行わせていただいた事業です。これにつきましては、今、事業化され

まして、企業の方が地元の事業者と組んで、実際にいろんなグランピング施設とか

いうようなところにサウナを納品しているというふうなことになっております。こ

ういうものの成果は、また見えるような形でお示しさせていただきたいと思います。 

○南委員長  他にございませんか。 

○中里委員  ホームページのリニューアル業務委託料の件なんですけれども。 

○南委員長  ページ数だけ。 

○中里委員  ５５ページなんですけれども、予算書、この中で、こちらは年間の

管理費とかは入っていらっしゃいますかね。 

○三鬼政策調整課長  ５５ページでございます。 

 ５５ページの広報等発行事業のページを御覧ください。 

 それにつきまして、今回御提案している委託料として、尾鷲市ホームページリニ

ューアル業務委託料がございますし、あと、ホームページに係るクラウドシステム

（ＡＳＰ）利用料、これが維持管理費に当たるもので、例年計上させていただいて

いるものでございます。 

○中里委員  毎年この金額がかかってくる、１３０万ほどがかかってくるという
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ことですか。 

○三鬼政策調整課長  この契約額を基本に委託期間を定めてしておりますので、

委託期間が変わる場合にはランニングコストも変わる場合がございますが、現在は

この委託期間の中ですので、同様の委託内容でさせていただくこととしております。 

○中里委員  何年契約になっていました。 

○三鬼政策調整課長  ５年契約の現在途中でございます。 

○南委員長  よろしいですか。 

○中村委員  ホームページのリニューアルって、これ、ホームページだけやった

ですか。ごめんね、もう一回聞いておこう。 

○三鬼政策調整課長  ホームページのみのリニューアルでございます。ほかにＳ

ＮＳも含めて情報発信の手段はありますけど、尾鷲市ホームページという市民の方

や市外の方、県外の方も御覧いただくホームページのリニューアルでございます。 

○中村委員  これ、明細って、中って後で教えていただけますか。すごい高額な

ので、これってどういう内訳基準。 

○三鬼政策調整課長  見積りをいただいている中で御説明申し上げますと、基本

的には、現在構築しているシステムを前提に、課題解決、主にスマートフォンなど

に対応できていないという見にくい課題、あとは情報を整理していわゆる特設ペー

ジ、よく言われるのが市外の方、県外の方が尾鷲市のページを見たときに何を基本

に探したいか。ですので、観光のサイトとか、移住定住とか、子育てとか、そうい

うものを見やすくするような。あと、サブサイトと言われる定住移住とか、観光と

か、子育てとか、そういうサイトをつくったほうが、より尾鷲市がしていることが

せっかくあってもたどり着くのに時間がかかったり見にくかったりすると、せっか

くしていることを見ていただけないことを解消するために、見やすくするというこ

と。 

 ですので、あとはそういうところも含めて主にページデザインを全体的に変更す

るということ、あと、サブサイトを作成するということ、あと、スマートフォンへ

の対応も含めて、この三つが大きく今回のリニューアルのポイントでございます。

それも含めて積み上げてございますので。 

○中村委員  これはまだ予算で、今から入札があるということで、概算の見積り

ですよね。 

○三鬼政策調整課長  今は予算のためのこういうことにしたいという見積りとい

うか、したいことを積み上げさせていただいております。 
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○南委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

○仲委員  ５９ページ、定住移住と地域おこし、若干お尋ねしたいんですけど、

定住移住の需用費、役務費等については、これ、みやかも入っておるのかな、入っ

ておるね。その中で役務費の記事作成手数料１８万と、これ、新規かな、次のペー

ジの滞在施設借上料３０万、これについて若干説明いただきたいと思うのと、それ

から地域おこし協力隊事業の委託料、地域おこし協力隊体験キャンプ業務委託料に

ついては、委託の内容はどんなものかというのをできたら簡単にお示しください。 

○野田政策調整課係長  まず、定住移住推進事業の記事作成手数料につきまして

は、先ほど主要施策で御説明させていただきました南部地域活性化基金の補助事業

で若者の働く場を創出する情報発信とありますが、これは市内に仕事体験とか、来

ていただいた方の体験内容とか様子というのを動画、記事、あとは感想とかを作成

して、情報発信していきたいなと考えております。 

 続きまして、滞在施設の借り上げ料につきましては、こちらも主要施策の南部地

域活性化基金事業の中でございまして、仕事体験とか、来ていただいた方は、事業

者さんが滞在施設を持っていない場合が非常に多いということから、ある一定期間、

短期で１週間仕事体験する場合に、滞在する場所を空き家を活用して確保していき

たいというものであります。 

 あと、地域おこし協力隊事業の委託料、地域おこし協力隊体験キャンプ業務委託

料につきましては、こちら、地域おこし協力隊の募集については、全国で募集活動

をやっていますので大変苦戦しておるという状況もありまして、今回、令和４年度

の尾鷲市の募集する協力隊にかかわらず、協力隊の活動を体験していただいて、今、

２泊３日程度を想定しておりますが、実際、活動している協力隊員のところへ入っ

て活動を体験してもらうと。協力隊の活動の理解を深めて、長期的な募集に役立て

ていきたいなと思っております。 

○仲委員  特に今の委託料についてはよく分かったんですけど、この委託料の受

入先という、受託するところはどこになるんですか。 

○野田政策調整課係長  こちら、先ほど説明したとおり、協力隊の活動とか、そ

ういったものを体験してもらう。あと、コーディネートをやっていく上では、地域

おこし協力隊を経験した方が、これが一番ベストだと考えておりますので、尾鷲市

には協力隊のＯＢがつくったＮＰＯ法人がありますので、そういうところを想定し

ております。 
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○小川委員  少し関連しまして、６１ページ、補助金の中で地域おこし協力隊活

動費補助金というのが昨年度以下３００万ほど増えておりますよね。これは仲委員

さんが言われたほうのそれに関連していることなんでしょうか。 

○野田政策調整課係長  こちら、国の協力隊の制度に基づいてやっておりますの

で、昨年との上限というのは、人数とか着任の期間もありますので、多少は前後す

ると思います。 

○小川委員  それともう一点、その下の起業支援補助金、これ、２００万だった

り３００万だったり、去年は４００万円やったかな。これ、どういうふうに、人数

とかになるのやろうと思うけど、１人当たり起業幾らとか、そんなのは決まってい

るんですか。 

○三鬼政策調整課長  これは協力隊を終えた方がこの地に残って起業していただ

くために活用していただいていることを一番うれしく思っているんですけど、１件

当たり１００万円を人数分予算化させていただいております。基本は１００万円を

上限として、起業を支える支援として補助金を出しております。 

○小川委員  これは、ものづくり補助金とはまた別個のものですよね。 

 それと、その上の空き家バンク利用促進助成金、今、８０万円、４万円で２０件

分と聞きましたけど、これ、空き家バンクの登録件数がどんどん増えてきよるとい

うふうに理解すればよろしいんですか。 

○三鬼政策調整課長  空き家バンクも活動を理解していただいたり、それに活用

することで再利用につなげたいという方も増えてきておりまして、現在だと３４２

件ぐらいですよね。３４０件を超える登録をいただいておりますので、そういうと

きに空き家物件に登録したいときに清掃する活動費用として今回増やしていただき

ました。 

○小川委員  参考までにお聞かせ願いたいんですけど、空き家バンクを使われる

方、市内の方もおると思うんですけど、その割合というのは、もし分かれば、市外。 

○西村政策調整課参事  それでは、利用実績について説明させていただきます。 

 今現在、先ほど課長からも話があったと思うんですけど、物件登録者数は３４２

件でございます。 

 県外の世帯でいいますと１１０世帯、県内が３５、市内が８２となっております。 

○小川委員  これだけ成約されたということですか。 

○西村政策調整課参事  そのとおりでございます。 

○南委員長  他にございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、ないようですので、議案第１２号の当初予算の政策調整

課の審査は終了いたします。 

 引き続きまして、議案第２２号、尾鷲市コミュニティバスの指定管理者の指定に

ついての説明を求めます。 

○三鬼政策調整課長  では、議案第２２号、尾鷲市コミュニティバスの指定管理

者の指定について御説明申し上げます。 

 議案書の３５ページを御覧ください。 

 通知させていただきます。 

 ３５ページにございます尾鷲市コミュニティバスの指定管理を行うに当たり、地

方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、当課資料による御説明をさせていただきたいと思いますの

で、資料の１ページを通知させていただきます。御覧ください。 

 よろしいでしょうか。 

 尾鷲市コミュニティバスの管理業務を効率的かつ効果的に実施するため、地方自

治法第２４４条の２第３項及び尾鷲市コミュニティバスの設置及び管理に関する条

例第３条の規定に基づき、指定管理者を指定させていただいております。 

 （１）指定管理者でございますが、所在地が三重県津市中央１番１号、名称が三

重交通株式会社でございます。 

 指定の期間は、令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの１年間でござい

ます。 

 同社を指定管理者として行った理由につきましては、自家用有償運行のノウハウ

を熟知していること、通常運行の変更時の対応が迅速なこと、平成２１年度から現

在まで重大な事故がないことなどでございます。 

 また、（４）として、管理業務の範囲は①の車両の運転及び運行管理等に関する

業務から以下８番まで、記載のとおり行っていただくことを要件としております。 

 （５）協定締結日につきましては、本定例会で議決をいただいた後に締結をさせ

ていただく予定でございます。 

 指定管理料につきましては、１,７９９万７,０００円でございます。 

 なお、（７）指定管理者の指定までのスケジュールでございますが、令和３年１

２月２３日から本年１月１２日まで、公募要領等の配布をさせていただきました。

申請書類の受付を同月２１日まで募集を行ったところ、三重交通株式会社１社の応
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募がございました。同月２５日、事業者より提案、プレゼンテーションをしていた

だきまして、審査を行い、選考委員会５名による質疑応答を行った後、審査をこな

しました。その後、２月１日に選定結果の通知及び公表を行っております。 

 以上が議案第２２号、尾鷲市コミュニティバスの指定管理者の指定についての説

明とさせていただきます。よろしく御審議いただき、御承認賜りますようお願い申

し上げます。 

○南委員長  説明は以上です。 

 御質疑のある方、御発言を願います。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、最後に、その他の報告事項として新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金についての説明をお願いいたします。 

○三鬼政策調整課長  お時間をいただきまして、ただいまより別紙資料に基づい

て令和３年度の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（令和４年度実

施分）について、現状について御説明をさせていただきます。 

 通知させていただいておりますが、これにつきましては、新型コロナウイルス感

染症の影響を受けた様々な方への支援として国から交付されている臨時交付金でご

ざいます。 

 それで、令和４年度に実施する分として、通知を受けてから各課で検討を進めて

まいりました。現段階でも検討を進めている段階でございますので、今日時点の案

として御理解いただきたいと思います。ですので、今後、事業の内容とか金額が変

更になることも御認識いただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

 お手元にございますように、担当課、事業名、予算額が示されております。 

 主に議会事務局では、議場等の感染症対策、主にアクリル板をはじめとした感染

症対策を行いたいという内容から総務課も庁舎内の感染症対策、主にアクリル板を

活用したいわゆるコロナ対策等を中心に上げてあります。 

 また、水産農林課は、学校給食等における地元水産物の活用支援事業、昨年度も

行わせていただきましたが、給食における地元のお魚を活用した地域の産業支援で

ございます。また、漁業設備整備、機器更新補助金も活用に向けて、今、検討を進

めている段階と聞いております。 

 また、学校事業における地元木材を活用したいわゆる木工の活用についても教育

委員会と水産農林課が検討を進めております。 
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 また、商工観光課におきましては、尾鷲よいとこスタンプ会の事業費補助金とし

てよいとこスタンプへの補助金、また、尾鷲市販路開拓支援事業補助金も考えてお

ります。 

 また、尾鷲市プレミアム付商品券事業としてプレミアム付商品券の発行を使用の

金額を想定して、今、組み立てております。 

 尾鷲観光物産協会の補助金は、尾鷲に来ていただく方へのクーポン券とか、プレ

ミアム付きのいろんなサービスをしながら、尾鷲に来ていただく方への観光支援を

しようとする事業でございます。 

 また、尾鷲市あんしんみえリア推進応援金、これにつきましては、現在行ってい

るあんしんみえリアを継続して、安心して来ていただける店づくりの支援をするも

のでございます。 

 教育総務課にございます尾鷲中学校体育館感染症対策環境整備事業につきまして

は、コロナ対策における感染症対策を第一とした中学校の床の改修を教育委員会が

検討しておりまして、それに基づき、今、事業をつくり込んでおるところでござい

ます。 

 生涯学習課におきましては、図書の除菌です。図書を殺菌、除菌する機械を整備

する事業を考えております。 

 また、中央公民館の感染対策環境整備事業は、主に非接触ということも含めまし

て、管内のマイク事業も含めて環境整備に努めております。 

 最後に水道部では、水道事業会計繰出金としまして、水道料金の基本料金減免３

か月分、過去に行ったものを含めて支援策として計上しているところでございます。 

 総額が１億９,８００万円余りの現在見積額になっておりまして、交付限度額が

１億７,６００万円でございます。ですので、一般財源の負担を今後どこまで考え

ながら上げさせていただくかも含めて、まずは本日は第一弾として御説明をさせて

いただいて、これを基本に後々予算計上に向けて説明をさせていただきたいと思っ

ております。 

 当課からの説明は以上でございます。 

○南委員長  御意見のある方。 

○仲委員  ただいまの説明で尾鷲中学校のところの改修とか図書室、この辺は何

も問題ないと思うんですけど、例えば議場とか庁舎内、庁舎内では市民の方とのカ

ウンター等のアクリル板は僕は有効だと思うんですけど、内部での職員同士のアク

リル板とか、議場でのアクリル板、これ、アクリル板の感染症対策の効果というの
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は、はっきりしていますか。 

 一部では、長時間一室にアクリル板を設けた場合は、逆に対策にはならんという

声もありますので、そこら辺、どういうふうに検討されましたか。 

○三鬼政策調整課長  確かに各課において、現在、事業を上げていただいている

段階でございますので、今後、予算化するときにはそういうところも検討の上しな

ければいけないと思いますし、換気との関係も非常に大きいと思いますので、例え

ば換気の機能をどこで持たせてするのかというところも含めて、御指摘いただいた

ところは一度しっかり検討した上で御説明できるようにしたいと思っております。 

○仲委員  こんなことを言うとあれなんだけど、僕、空気清浄機のほうが、例え

ば議会とか個室の場合、いいんじゃないかと思うんですけど、それは１０万、２０

万しますけど、台数は分からんですけど、特に議会の本会議場なんかは空気清浄機

のほうが市民の傍聴がありますから、よろしいんじゃないかなと思うんですけど。

参考までに。 

○三鬼政策調整課長  空気清浄機もこれまでも検討してきたこともございますし、

課題も少しあるのですが、先日の交付金では、尾鷲総合病院のほうで導入をさせて

いただいた実績もございますので、それも勘案しながら検討させてください。 

○南委員長  他にございませんか。 

○中村委員  このコロナ感染症対策費って、ほかの市町で現金で配っていたり、

水道料金６か月とか１年とかいうやつですかね。それを尾鷲市はこういう形で中学

校の床の張り替えとか議会にアクリル板、今、仲委員もおっしゃったようにアクリ

ル板って結構ウイルスを寄せてくるので、あれだけの天井の高さがあって換気をし

ていたら、全く意味がないと思うんですけれども、直接市民の方に現金配布とは言

わへんけど、商品券配布みたいなことは考えられないんですか。 

○南委員長  入っています。説明、お願いします。 

○三鬼政策調整課長  今回、委員おっしゃられるように、いろんな市町がいろん

な工夫をしながらしているのが現状でございます。 

 今回の事業のメインは、金額的にはプレミアム商品券といいまして、地域の活性

化に向けた商品の喚起がメインになっているのが事実でございますし、あと、市民

広くといいますと水道事業会計繰出金として水道料金の３か月分の基本料金の免除、

負担をなくすというところが一つございます。 

 いろんな考え方がございます中、私たちもいろいろ今後に役立つ形で、支援させ

ていただく対象を広く市民の方にも広げながら、事業を継続するという意味でも市



－５７－ 

役所の中での感染予防対策や食品を扱う事業者、そんなところも大事ですので、そ

ういう広い観点からさせていただきましたので、御意見もいただきながら整備はさ

せていただきたいと思っております。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、政策調整課の審査を終了いたします。御苦労さ

んです。 

 ここで２時３０分まで休憩します。 

（休憩 午後 ２時１７分） 

（再開 午後 ２時２９分） 

○南委員長  お疲れのところ、引き続き委員会を続行いたします。 

 今日、議会事務局と会計課と監査まで行きたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、議会事務局の所管の説明をお願いいたします。 

○高芝議会事務局長  議会事務局です。よろしくお願いします。 

 それでは、議案第１２号、令和４年度尾鷲市一般会計予算の議決についてのうち、

議会費について説明させていただきます。 

 当初予算書の４２、４３ページのほうを御覧ください。 

 まず、歳出の第１款第１項第１目議会費の本年度予算額は９,９４３万円で、前

年度と比較いたしまして９８４万４,０００円の減でございます。 

 財源内訳のほうは、全て一般財源でございます。 

 減額の主な要因といたしましては、昨年実施されました一般選挙により、議員定

数のほうが１３名から１０名に減になったことに伴う議員報酬、旅費等の減額及び

議員共済組合負担金のこちらの減額が主な要因でございます。 

 それでは、予算書に沿って順に説明させていただきます。 

 まず、議員報酬、手当等につきましては、６,５３３万９,０００円で、内訳のほ

う、議員報酬、期末手当及び共済組合負担金でございます。このうち、共済組合負

担金につきましては、議員定数の減及び掛金率が下がったことに伴いまして、前年

度比較で４４６万１,０００円の減となっております。 

 次に、議会費職員人件費、こちらにつきましては、総務課のほうから一括して説

明がございましたので、割愛させていただきます。 
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 次に、議会運営経費、こちらでございますが、本年度予算額は８３７万５,００

０円で、前年度比較で１５４万５,０００円の減額でございます。 

 内訳の主なものを説明させていただきます。 

 まず、８節旅費、こちらのほうは議長会関係の会議や各委員会の管外行政視察の

旅費など、２４６万円の計上でございますが、こちらも議員定数の減に伴い、前年

度比較で約２０万円の減額となっております。 

 次に、９節、お願いします。交際費は、前年度と同額の３０万円の計上でござい

ます。 

 次に、１０節需用費は、前年度比３４万２,０００円の減の７３万９,０００円で、

昨年度は改正に伴う防災服の更新、議員手帳用の証明写真の費用などを計上してお

りましたので、全体としてはその分が減額となっております。 

 次に、１１節役務費でございますが、こちらのほう、前年度比６万２,０００円

減の１３３万９,０００円で、こちらも先ほどと同様、改正に伴う名札書換え手数

料、こちらのほうを計上しておりましたので、全体といたしましてはその分が減額

となっております。 

 次に、１２節委託料は、前年度比１３万２,０００円減の１８７万円。 

 １３節使用料及び賃借料は２３９万５,０００円でございます。 

 次に、４５ページのほうをお願いします。 

 最後に、１８節負担金、補助及び交付金、こちらにつきましては、全国市議会議

長会負担金から中南勢都市議会議長会負担金まで、それぞれほぼ例年どおりの計上

でございます。 

 令和４年度一般会計予算のうち、議会費に係る説明は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○南委員長  説明は以上です。 

 御質疑のある方。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、議会事務局の審査を終了いたします。ありがとうござい

ました。 

 引き続きまして、会計課、お願いいたします。 

 それでは、議案第１７号の補正予算の説明からお願いいたします。 

○平山会計管理者兼会計課長  よろしくお願いいたします。 
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 それでは、進行表により御説明させていただきます。 

 まず、議案第１７号、令和３年度尾鷲市一般会計補正予算（第１６号）の議決に

ついてのうち、会計課に係る分を補正予算書によって御説明させていただきます。 

 例年、３月補正時期に計上させていただいております歳入２件でございます。 

 補正予算書の１８ページ、１９ページのほうを御覧ください。 

 歳入についてであります。 

 ページ下段にあります１６款財産収入、１項財産運用収入、３目基金運用収入、

１節基金運用収入の補正額３２万２,０００円のうち、会計課分といたしましては

１９万４,０００円の補正でございます。これは、前年度用品調達基金会計の余剰

金であります。 

 次に、２０ページのほうの上段のほうを御覧ください。 

 こちら、２０款諸収入、２項市預金利子、１目市預金利子、１節市預金利子につ

いては、３万４,０００円の増額でございます。これは定期預金利子で、歳計一時

預金利子として３万４,０００円を計上し、合計３万５,０００円とするものであり

ます。 

 以上が補正予算の説明でございます。 

○南委員長  以上でございます。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、引き続きまして議案第１２号、当初予算の説明をお願い

いたします。 

○平山会計管理者兼会計課長  続きまして、議案第１２号、令和４年度尾鷲市一

般会計予算の議決についてのうち、会計課に係る分をこちらも予算書により御説明

いたします。 

 会計課における前年度当初予算との比較といたしましては、額の増減はございま

すが、特段大きな変更はございません。 

 まず、当初予算書の３４、３５ページのほうを御覧ください。 

 歳入についてであります。 

 ページ中段にあります１９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金は、

前年度繰越金として１,０００円の計上でございます。 

 次に、最下段のほう、２０款諸収入、２項市預金利子、１目市預金利子、１節市

預金利子は、歳計一時預金利子として１,０００円の計上を行うものです。 
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 次ページのほう、３６、３７ページのほうを御覧ください。 

 ページの下段にあります２０款諸収入、５項雑入、１目雑入、２節総務費雑入２,

６５１万７,０００円のうち、会計課分といたしましては、１行目にございます白

地図等の売却代２万円の計上でございます。 

 次に、歳出のほうへ移らせていただきます。 

 まず、予算書４４、４５ページのほうを御覧ください。 

 こちら、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の７億６,７５５万７,０

００円のうち、会計課分について御説明させていただきます。 

 財源内訳につきましては、全て一般財源でございます。 

 少しページのほう飛びまして、会計課分のほう、５１ページのほうに記載があり

ますので、こちらのほうを御覧ください。 

 会計課分といたしまして、ページ下段の会計事務経費６６万９,０００円の計上

でございます。前年度比として５,０００円の増となっております。 

 内訳としまして、１０節需用費は３９万８,０００円で、消耗品費１９万８,００

０円、次ページの５３ページにお移りいただきまして、上段のほうで印刷製本費２

０万円となり、こちらは主に決算書の作成に関する経費でございます。 

 次に、１１節役務費は通信運搬費２１万３,０００円で、こちらのほうは口座振

込の通知書等の発送に係ります郵送代の計上でございます。 

 次、１３節使用料及び賃借料は、複合機使用料の５万３,０００円であります。 

 次の１８節負担金、補助及び交付金の会計管理者関係負担金は、１４市で設置し

ております三重県会計管理者協議会の負担金５,０００円でございます。 

 続きまして、庁内事務経費は５４万９,０００円の計上であります。こちらのほ

うは前年度比で８,０００円の減となっております。 

 １０節需用費は、消耗品費７万７,０００円、印刷製本費４０万５,０００円で、

これらは共用で使用する帳票用紙の購入ですとか、印刷の経費でございます。 

 次、１１節役務費は保険料３万３,０００円で、こちらは全国市長会の公金総合

保険に係る保険料でございます。 

 １７節備品購入費につきましては、庁内職員用の椅子の購入費として３万４,０

００円を計上するものでございます。 

 続きまして、２０８、２０９ページのほうへ移ります。 

 こちら、１１款公債費、１項公債費、２目利子２,８５１万９,０００円のうち、

会計課分を説明いたします。 
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 ２２節償還金、利子及び割引料のうち、こちら、一時借入れをした場合の利子償

還金として、前年度同様４１万１,０００円の計上を行うものでございます。 

 以上で会計課に関する補正予算及び当初予算の説明とさせていただきます。よろ

しく御審議いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○南委員長  会計課の当初予算の説明は以上でございます。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、会計課の審査を終了いたします。ありがとうご

ざいました。 

 最後に、監査事務局の審査に入りたいと思います。 

 それでは、監査事務局所管の議案第１２号、令和４年度尾鷲市一般会計予算の議

決についての説明をお願いいたします。 

○野地監査委員事務局長  監査委員事務局です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１２号、令和４年度尾鷲市一般会計予算の議決についてのうち、

監査委員事務局の予算につきまして、尾鷲市一般会計特別会計予算書に基づき説明

させていただきます。 

 予算書の８４ページを御覧ください。 

 通知いたします。 

 ２款総務費、６項監査委員費、１目監査委員費の本年度予算額は２,００９万２,

０００円で、前年度に比べますと１２１万１,０００円の増額となっております。 

 財源内訳といたしましては、全て一般財源となっております。 

 予算書次ページ、８５ページを御覧ください。 

 人件費を除きました監査事務費は２５２万２,０００円で、前年度に比べ８,００

０円の減額となっております。 

 監査事務費の内訳としましては、まず、１節報酬の１７７万円は、代表監査委員、

自薦監査委員２名の委員報酬であります。 

 ７節報償費６万６,０００円は、住民監査請求に係る弁護士に対する相談費用と

して、昨年度と同様に１回２時間、３回分の弁護士料を計上させていただいており

ます。 

 ８節旅費１４万６,０００円は、職員研修に係る普通旅費４,０００円と東海地区

都市監査委員会総会・研修会と北陸・東海・近畿三地区共催都市監査事務研修会に

対する監査委員２名の参加に係る旅費費用弁償１４万２,０００円となっておりま
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す。 

 次に、１０節需用費４４万３,０００円は、定期監査、例月出納検査、決算審査

等に係る事務用消耗品費、監査事務に係る参考書籍購入費、書籍加除、追録代等の

消耗品となっております。 

 次に、１１節役務費の通信運搬費１万円は、前年度と同様に住民監査請求等の簡

易書留等に係る郵便代を想定して計上しております。 

 １３節使用料及び賃借料の複合機使用料６万１,０００円につきましては、複合

機の使用料となっております。 

 １８節負担金、補助及び交付金の２万６,０００円につきましては、記載のとお

り三地区共催事務研修会負担金、三重県東海地区全国の都市監査委員会の年会費及

び三重県と東海地区都市監査委員会の総会・研修会の参加負担金となっております。 

 以上で監査委員事務局に係る予算の説明を終了させていただきます。御審査のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○南委員長  監査事務局の説明は以上でございます。 

 御質疑ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、監査事務局の審査を終了いたします。 

 本日はこれにて常任委員会を閉じたいと思います。 

 なお、連絡事項です。 

 明日は午前１０時より尾鷲港新田線街路事業に伴う折橋墓地移転の現地視察を行

いますので、１０時までに市役所の西口玄関にお集まりください。御苦労さんでご

ざいました。 

（「服装は」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  服装は自由です。大丈夫です。御苦労さんでございました。終わり

ます。 

（午後 ２時４６分 閉会） 


